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サーキュラ ー への投稿募集 
  

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記，関連学会案内。 書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ       



国際発生生物学会の 準備状況と 
細胞生物学会からの 呼びかけについて 

会長 行 市 雅 俊 

この文章を書き 始めているのは 8 月上旬、 京都では最近とみに 増加したクマゼミの 騒々 

しい大合唱を 聞きながらです。 しかし、 最終原稿を事務局に 送るころには、 ツクックボウ 

、 ンが 鳴き始めているに 違いあ りません。 そしてサーキュラ 一に印刷されて 皆様の目に留ま 

るのは、 コオロギの声が 盛りのころになるのでしょうか。 国際発生生物学会を 日本で開催 

することは引き 受けた時点では、 まだ 4 年あ ると思ったわけですが、 早くも後 2 年弱とな 

ってしまい、 時の経つ早さが 恨めしく思えます。 

  

さて、 国際発生生物学会プロバラムのアウトラインができたましたので、 本 サーキュラ 

ー 上 でお知らせします。 また、 本学会のホームページでも 見ていただけます。 

http://www.bcasj.or.jP 乃 sdb/eindex.html 秋から冬にかけて、 招待講演者等が 具体 白 りに決定 

される予定です。 取り上げたいテーマが 山ほどあ りますが、 時間の関係ですべてを 採用す 

るわけにいかず 残俳です。 現在のプロバラムでも 5 日間びっしりセッションが 詰まって お 

り 、 ハードな勉強を 覚悟していただかねばなりません。 また、 本学会は、 純学問としての 

発生生物学会だけに 関係している 会員が多数を 占めていると 思いますが、 発生生物学は 今 

や、 クローン動物、 幹細胞の利用など、 社会に対しても 深い関わりを 持ち始めており、 こ 

0 流れは今後いっそう 強まるでしょう。 私達は、 必然的にこのような 問題に関心を 払わざ   

るを得ず、 国際会議には、 応用分野の方々にも 多数出席していただき、 議論が盛り上がる 

ことを期待しています。 

  
ところで、 日本細胞生物学会の 廣川信隆会長から 連絡があ り、 細胞生物学会では、 発生 

生物学会との 連携を深めていくための 議論・提案がなされているということで、 本学会か 

も のレスポンスも 求められています。 細胞生物学と 発生生物学は、 研究の視点の 違いによ 

り、 あ る種、 別のジャンルを 形成しており、 国際的にも、 学会・学術雑誌等は、 別々の場 

合 が多いわけです。 しかし、 どちらの分野の 研究も、 「細胞」を起点としており、 数あ る 

生物学分野の 中でも、 もっとも近い 関係にあ ります。 細胞生物学では、 個々の細胞の 構造 と 機能の研究が 中心ですが、 そこで明らかにされる 種々のメカニズムが、 「発生」とり つ 、 よ り高次な現象にど う関 わるか、 興味がもたれるのは 必然的ななりゆきで し 

発生生物学は、 一般に、 多 @iIn 胞 システムを問題としており、 その次元でのルールの 発見 
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に 主眼が注がれることが 多いわけです。 また、 それがこの分野に 独特な学問的雰囲気を 形 

作っているように 思えます。 私達は、 このような発生生物学分野の "taste" を、 おおいに楽 

しんでいるわけですが、 一方、 多細胞システムを 働かせているのは 個々の細胞であ り、 そ 

の中で起きている 巧妙な分子反応系を 知らねばなりません。 両者がドッキンバしてこぞ 、 

「わかった」という 領域に よ り接近できるわけです。 生物現象には 階層性があ り、 それぞ 

れの階層の間には、 我々の思考能力では 容易に埋めることができない ( あ るいは敢えて ナ 埋 

める必要のない ) ギャップが存在するので、 異分野間の交流が、 かならずしも 生産的であ 

るとは限りませんが、 細胞生物学会と 発生生物学の 関係は、 そんなに縁遠いものであ るは 

ずがなく、 発生現象は、 所詮、 細胞行動の一様式に 過ぎないというのが、 私の見解です。 

発生生物学の 研究を他分野の 人がみたときどう 感じるか ?  あ る典型的な反応、 として， 
  

重要問題に違いないけど 複雑でよくわからないとか、 我々が非常に 面白いと思っている 研 

究を、 そうは感じてもらえないとか、 そういうことが、 時々あ ります。 こういう反応に 接 

する時、 私達の研究をどう 展開すれば関心を 抱いてもらえるのか、 思いに耽ることになり 

ます。 他分野からの 不満の一つは、 発生研究の多くについて、 細胞の中で起きている 分子 

反応系に関する 取り組みが、 しばしば表層向りであ りすぎる、 ということではないかと 感じ 

ています。 多 細胞系の間題の 理解をさらに 深めるためには、 その系を精密に 分解して、 

個々の細胞で 起きている事象の 深部に迫ることが 大切であ るというのが、 私が常々思うこ 

とです。 そういう感覚でいますから、 廣川先生の呼びかけには、 ポジティブな 姿勢でいま 

す。 

現実には、 発生生物学会と 細胞生物学会は、 気風・学風がかなり 異なっており、 単純な 

融合のような 方式は難しいと 思われます。 また、 個々の学会の 個性を生かすことは 大切で 

大きなものに 成長すれば、 失われるものも 多々あ ることでしょう。 そういう問題を 十分考 

慮 したうえで、 会員の皆様には、 廣川細胞生物学会会長からの 呼びかけについて、 一度、 

考えてみていただけませんでしょうか。 たとえば、 2002 年の大会を日程を 接して開催し、 

合同のシンポジウムを 市大会の間に 置いて、 共有しようという 案があ ります。 このような 

案 、 あ るいはその他の 方策について、 運営委員会でじっくり 議論・検討して、 細胞生物学 

会に対応したい 考えです。 

以上の件、 会員の皆様に 何かご意見があ れば、 いつでもお知らせ 下さい。 よろしくお願 

いします。 
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14th Ⅰ   TERNA Ⅰ   ONAL，ONGRESS＾F 
DEVE 」 OPMENTA 」 BIO 」 OGV 

July@8-12 ， 2001 ， Kyoto 

jomnt Ⅰ hysponsoredby 

the！nternationalヾociety｛f．evelopmental。iologists‖nd 

the@Japanese@Society@of@Developmental@Biologists 

The 14th！nternational，ongress｛f．evelopmental。iology『ill｜e”eld‖t゜yoto！nternational 

Conference？all（n”istoric゜yoto ， Japan’rom゛uly・ ， 2001. The…ongress『ill（nclude（nvited 

plenary@lectures ， scientific@sessions@(Symposia@and@Workshops)@and@poster@presentations@on@topics@of 

interest》o‥evelopmental｜iologists ・ Symposia‖nd仝orkshops（nclude     

 
 

Symposia     Evolution｛f》he｜ody｝lan 

Embryo@early@patterning 

Organizing@activity@in@embryogenesis 

Signaling@in@organogenesis 

Neural@patterning 

Wiring》he］eural］etwork 

Development@of@behavior 

Functional@genomics@in@developmental@biology 

Cell@architecture 

Shaping‖nd〉egenerating｛rgans 

Creation@of@cell@heterogeneity 

Breaking@the@body@symmetry 

Differentiation@of@sexes 

Germ…ells‖nd“ametogenesis 

Patterning@and@transcription@factors 

Problems@of@aging 



  

Workshops:@ Frontiers@of@bioimaging 

Emerging@genetic@technology@in@developmental@biology 

Pattern@generation@in@development:@Theory@and@practice 

Body｛rganization（n｝lants 

Development@of@appendages 

Generation@of@metamerism 

Cell‖nd》issue‘ngineering 

Molecular@medicine@and@development 

Development「nder‘nvironmental‘ffects 

Historical@synthesis@of@developmental@biology 

    
Organizing@Committee:@Masatoshi@Takeichi@(Chairperson) ， Masukichi@okada ， Makoto@Asashima ， 

Noriyuki@Satoh ， Hisato@Kondoh ， Yoshitaka@Nagahama ， 

The@second@(final)@announcement@which@includes@registration@forms@and@instruction@for@abstracts@will 

be@available@by@the@middle@of@2000   

For@further@information,@please@contact     

Secretariat@of@14th@International@Congress@of@Developmental@Biology 

c/o@Congress@Corporation 

Kinki@Invention@C0nter 

14@Y0shida@Kawahara-cho ， Sakyo-ku 

Kyoto@606-8305 ， Japan 

Phone:@ +81-75-752-0888 

Fax:+81-75-762-2304 

e-mail:@ isdb@congre ， co ・ jp 

Website:@http://www ， bcasj ・ or ・ jp/jsdb/e_index ， html 
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DG  D 編集部より 

DGD 編集主幹 嶋 田 拓 

編集主幹をお 引き受けして 2 年半がたちました。 1 9 9 8 年度㎞ pactfactor は 1.369 で前年 

ょりやや低めですが、 横這いというところです。 DGD をオンラインで 読むことができる 

よ うになりました。 会員は 2 0 0 0 円プラスで雑誌の 他にオンライン 購読をすることがで 

きます。 投稿数の不足は 相変わらずです。 発生学関係のジャーナルの 競争はますます 識別 

になってきていますが、 分化以外の発生学分野も 積極的に扱う 数少ないジャーナルとして 

本誌は国際的にも 一定の評価を 得ています。 会員諸賢におかれても、 国内外で非会員の 方 

に投稿を薦めていただきたいと 思います。 お気づきになった 向きも多いと 思いますが、 こ 
  
02 年ほどは総説をあ まり掲載できませんでした。 大勢の方に総説の 執筆をお引き 受け り 

ただ り ているのですが、 やはりご多忙のためか 原稿をなかなか い ただけを い のが現状です。 

総説は引用されることが 多く、 citationindex を増やすことができます。 若 い 研究者が り一 

ダ一 と共同執筆することによって 総説を試みることは よい トレーニンバになると 思います 

ので編集部としても 積極的に取り 上げて い きたりと考えています。 

3 年にわたって 編集してまいりましたが、 私は今年末で 主幹を退き、 来年 1 月からは東京 

大学の浅 島 先生に主幹を 引きついていただくことが 決まりました。 したがって、 明年 1 月 

Ⅰ 日 以降の投稿は、 下記にお願いします。 

  丁 153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1 

東京大学大学院総合文化研究科生命系 

DGD 編集主幹 

浅島 調 教授 

就任したときはあ れもこれもと 私なりの抱負を 持っておりましたが、 大したこともできず 

申し訳ない限りです。 新しい編集体制のもとに DGD がユニークな 発生学誌として 発展し 

ていくことを 願っています。 皆さんのご協力をお 願いいたします。 
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第 3  2 回大会を終えて 

大阪市大・理学部・ 生物 団 まりな 

日本発生生物学会第 3 2 回大会は、 さまざまな意味で 新しい試みに 満ちたものになった。 

運営委員会でノミネートされた 開催地「大阪」は、 準備委員会の 人員確保のため「ノン 京 

都 ・関西」に拡大され、 西から姫路工大 ( 同形清和 : プロバラム 十 ホームページ ) 、 甲南 

大 ( 西方敬人 : 会場 ) 、 阪大 ( 近藤君 大 : プロバラム ) 、 大阪市大 ( 固 まりな : 総括 ) 、 JT 

生命 誌 研究 館 ( 青 m 裕彦 : 会計、 加藤和人 : 懇親会 ) の 5 施設、 6 名でチームを 組むこと 

になった。 このため、 要所々々での 直接会合以外は、 多くの事項がメール 会議で決められ 

ることになった。 メール会議は 時間の制約も 少なく、 お金もかからず、 便利であ ったが、 

どのメンバーからも 意見が出ないときの シン とした瞬間は、 実際の会議での 同様の場面に   

くらべて、 議長にかかるストレスははるかに 大きいように 感じた。 

準備委員会で 最初に決めたことは、 委員の雑用をなるべく 減らすために、 事務を業者に 

委託することであ った。 数社の見積もりを 得て、 最終的には、 本部の事務を 委託している 

「学会事務センター」の 大阪支部であ る「学会センタ 一関西」への 委託が決まった。 ちな 

みに、 「学会センタ 一関西」への 委託費は、 大会準備 費 十発表要旨 集 制作費 十 大会当日 運 

常費 十 事務諸経費の 1 0% であ り、 今回実際に支払った 金額は 5 0 万円弱であ った。 当初 

は我々の不慣れから 具体的な委託行為がスムーズに 行きにくかったが、 要領を得るにつれ 

て、 さまざまな外部との 折衝、 細かい会計管理、 講演要旨の受付、 編集後の要旨集の 作成、 

ポスタ一の印刷と 配布などのルーティンの 仕事の他、 今回の大会のもう 1 つの大きな試み 

であ るホームページ (HP) の立ち上げに 対する積極的な 協力など、 想像を絶するサポー 

トを得ることが 出来た。 5 0 万円という金額は、 今振り返ってみても「 安 すぎるのでは ? 」 

と 感ぜずにはいられない。 これからの大会開催 校 には、 大いに委託をお 奨めしたい。   

今大会の第 3 の試みは、 HP に よ る講演要旨の 申し込みの試行であ る。 すでに多くの 会 

員 がご存じのように、 この試みは 2 0 0 1 年の国際発生生物学会に 向けての準備の 一環で 

あ り、 姫路工大の阿 形 清和委員 ( と、 その陰の実力者、 榛沢 美保 @ ハルサ 72 村夫人 ) 

を中心に作業が 進められた。 本年度は、 演題申し込みの 形式は例年通りの 書面とし、 なる 

べく多くの人に、 これと並行して HP にも申し込んでいただく、 という方法をとった。 そ 

の結果、 一般演題 3 6 2 題のうち約半数の 1 8 8 題が HP へも投稿され、 来年以降へ明る 

い見通しを持つことができた。 以上の詳細については 別途報告がなされるので、 ここでは 

これ以上詳しくは 述べない。 

今大会の初日に 行われた公開シンポジウムも   1 つめ 大きな試みであ り、 準備委員会と 

しては、 HP の立ち上げに 劣らぬエネルギーを 費やした。 なるべく多くの 会員の興味を カ 
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クの 作成と運営には、 主として町形、 西方、 加藤和人各準備委員および 学会センタ一関西 

の目黒靖氏、 そして西方研、 町形研の大学院生たちが 当たった。 とかく宝の持ち 腐れにな 

るこうしたハイテク 機器を生かすことができたのは、 これらの若い ( 中 君 ?) エネルギー 

の 献身によるところ 大であ る。 

2 日間という時間的な 制約から、 1 0 8 題の口演は、 運営委員会の 意に反して、 3 つの 

会場で行わざるを 得なかった。 全ての参加者が 、 聞きたい口演をなるべく 多く聞けるよう 

に 、 口演は 2 会場以上に分散しないようにする、 という本学会大会の 伝統の精神に 反しな 

いために、 3 つの会場の進行をヴィ デオ に撮影し、 見落とした口演を、 休憩時間やポスタ 

一発表の時間帯に 別室で聞くことができるようにした。 こうした措置がとれたのも、 十分 

な スペースがあ ればこそのことであ る。 

口演に関する 工夫の 3 点目は、 スライドを廃止し、 全て OHP に限定したことであ る。 

こうすることによって 会場係の人数を 大幅に削減し、 経費の節約と 手続きの煩雑を 避ける     

ことができた。 準備委員会の 一抹の不安をよそに、 幸いにして何の 混乱もなく、 全ての口 

演者の協力を 得ることができた。 

仝大会では、 また、 初日に公開シンポジウムを 行ったために 一般演題のための 時間が圧 

迫され、 これを保障するために 総会と懇親会を、 公開シンポジウムに 続けて初日に 行うと 

いう、 変則的なプロバラム 構成をとることになったが、 この点でも予想された 混乱は起こ 

らず、 参加者諸氏のご 協力に助けられた。 ぅはら ホールから懇親会場であ る甲南大学平尾 

会館までの徒歩移動も 、 頭を切り替えてくれる 良い運動であ った。 平尾会館の高い 天井と 

斬新なデザインの 空間は、 シンポジスとを 交えた約 2 9 0 名の参加者をゆったりと 包み込 

み、 会費の安さや 参加人数の多さを 感じさせない、 質の高い会合の 雰囲気を演出してくれ 

た 。 

以上の各演題の 他にワークショップ 4 題を加えて、 5 月末の青空の 下、 大震災の壊滅か 
  

ら 立ち上がった 神戸市と甲南大学を 舞台に、 六甲山を背景として、 7 0 0 人の力を持ちょ 

って描かれた 学問的風景は、 伝統を吹き飛ばすほどに 若さあ ふれる現在の 日本発生生物学 

会の姿を 、 良く表している。 この素晴らしい 風景も、 学舎と設備を 提供して下さっただけ 

でなく、 公開シンポジウムと 参加者 1 人 1 人に対して資金的な 援助をいただいた 甲南学園 

と甲南大学の 寛大な精神と、 この精神を準備委員会に 橋渡しして下さった 会場係の西方敬 

人委員の尽力に 依るものであ ることを記して、 私の報告としたい。 



  

  

第 32 回発生生物学会に 参加して 

基 生所， mm 胞 増殖 粟 崎 健 

今回はじめて、 発生生物学会に 参加しました。 今までにいくつかの 異なる学会に 参加し 

た経験から各学会はそれぞれ 独特の雰囲気があ り、 時には敷居が 高く感じることもあ ると 

認識しておりました。 そこで、 小心者の私は「発生生物学会の 雰囲気が肌に 合わなかった 

らどうしよう ? 」などと、 参加前は余計な 心配をしたものでした。 しかし実際、 学会に参 

加してみると、 全体的にカジュアル な 雰囲気のおかげで 初対面の方々とも ( 十目手はどう 思 

っていたかは 別として ) 気さくに討論することができ、 これが余計な 心配であ ったことが 

わかりました。 おかげで、 3 日間、 学会を満喫することができましたと 同時に良い刺激を 

得て研究室にもどることができました。 学会から少し 時間も経ち記憶も 薄れ気味ですが、 

与れでも頭に 残っているような 私が受けた刺激と、 はじめて参加したものとして 感じたこ 
とについて、 書きたいと思います。 

私がこの学会で 一番期待していたのは、 「現象を記載することからから 新しいパラダイ 

ム 0 発見につながるような 研究」を目にすることでした。 そんな観点から、 特に 2 つの研 

究発表には興奮を 覚えました。 その一つは初日のシンポジウムのなかであ った PourquieT 専 

士の 「 Amolecularclocklinkedtove 「 tabratesegmentation 」とういうロ 演で、 so 而 te が ros[ral 側 

から一体節 づっ 分化する際に pr ㏄ som Ⅲ c  mes0derm  における hairy 遺伝子の発現が so ㎞ te の分 

化にあ わせて 0sc Ⅲ ation する 話 。 そしてもう一つは、 2 日目のワークショップ「 How  do  cells 

recognize  theifpos Ⅲ ons  and  find  theirtargets? 」における Ra ㎞ rez-Weber 博士の「 Cytonemes: 

cellularprocessesthatprojectto  theprincipleSlgnaling  centerin  Drosophila  imaginaldiscs 」とい 

う 口 演で、 ハエの 翅 原基において signaling  cent ㏄となる anterior/posterior  の境界に向かって 

周辺の細胞が cytoneme と呼ばれる線維を 仲ばして連絡しているという 話です。 どちらの話 

。 ? 、 「これらの現象の 発見から何が 予想、 されるのか ? 」これを考えただけで、 口演の途中 
からわくわくしてしまいました。 どちらの話も 記載した現象が「実際の 発生に必要なもの 

なのか ? 」そして「一体どう 機能しているのか ? 」といった問題をこれからの 研究の課題 

として残していますが、 私は機能がどうであ れ「こんな不思議な 現象を生物が 持っている 

こと」に、 ただただ感心してしまいました。 そして、 それと同時に「彼らはいかにしてこ 

れらを見つけたのだろうか ? 」、 「どうしたらこういう 発見ができるのだろうか ? 」こんな 

疑問が生じました。 Pourquie 博士の研究は、 おそらく、 最初は調べるたびに 遺伝子の発現 

パターンが変わってしまう、 そんな実験結果からその 原因を詳 ネ m に調べることで、 

osclIlatjon という考えにたどり 着いたと予想されます。 また、 Ra ㎞ rez-Weber 博士には、 ど 

うやって "cytoneme" なるものを見つけたのか 直接尋ねたところ。 実は本当に偶然のことだ 

という返事が 帰ってきました。 彼が言うには、 全く別の目的でショウジョウバ エ の 翅 原基 



  

 
 

 
 

  

を 取り出して観察しようとしていたところ、 たまたま聞きたいセミナーがあ って、 観察途 

中のサンプルをしばらく 放置してしまい、 それをセミナーから 戻ってきて観察したところ、 

翅 原基の一部から 線維状の物が 伸びているのを 見つけたのがはじまりだとのことでした。 

作り話のような 話ですが、 一つの結果から 新しい概念につながるような 現象を見つけだす、 

その感性には 頭が下がりました。 例えば同じような 場面に遭遇したときに、 自分は同じよ 

うに見つけるとができるのだろうか ? 自分にはそのような 能力があ るのだろうか ? また、 

ひょっとしたら、 自分が今まで 行ってきた実験の 中にも何か新しい 現象が隠れていたのか 

も知れないし、 これからも実験結果の 考察しだいで 新しい概念を 導くような現象を 発見で 

きるかも知れない。 この 2 つの演題はそんな 不安と期待を 同時に与え私を 刺激するに十分 

なものでした。 

初参加の私に 発生生物学会が 特に新鮮に映ったのは、 研究対象の豊富さでした。 そのお 

かげで様々な 生物で様々な 組織を用いた 研究の演題を 見て回ることができ、 「進化という     

時間軸と発生の 関係」や「多方面から 発生現象を見ること」を 自ずと意識させられました。 

ただし、 残俳ながら期待して 発表を見たものの、 不勉強の私には、 いったいど う いつた 生 

物 のどんな組織が 研究材料に取り 上げられているのかイメージできず、 塩基やタンパク 質 

の配列とゲルの 写真それに一部の 組織の拡大儀 に 呆然としてしまう 発表もあ りました。 使 

われている生物がどのくらいの 大きさでどんな 形をしていてどういった 特性があ るのか、 

そしてその生物のどこに 着目しているのか ? そんなことが 理解できていたら 個人的にはも 

っと深く理解ができた 気がしました。 日程や会場の 問題もあ り難しいとは 思いますが、 

「百聞は一見にしかず ! 」ですから、 様々な実験対象の 生物がどこかに 展示される機会や、 

それらに直に 接することができるコースなどが 行われれば良いなと 思います。 今 ひとっ不 

思議に思えたことは、 植物の発生の 話が極端に少ないことです。 発生の教科書にも、 発生 

の 専門雑誌でも 植物の研究を 見かけるのに 学会では植物の 演題が少ないというのは 何か違 

和感をがあ りました。 私自身は植物の 発生に対する 知識は少ないので、 植物の演題がいっ 

ぱいあ ったとしてどこまで 理解できるかは 疑問ですが、 それでも学会で 直接植物の発生Ⅱ 

関する演題を 聞ければ、 生物に共通するような 発生のメカニズム や 、 その多様性について 

の考えが深められるような 気がしました。 

公開シンポジウムのコンセプト と各 スピーカⅠそしてなによりもその 発表順序は実に 

気に入りました。 企画された方の 術中にまんまとはめられてしまったという 気はしました 

が、 それはそれで 心地よいものでした。 学会会場に使われた 真新しい建物とその 中の充実 

した設備が先の 大震災と無縁ではないことを 考えると少し 複雑な気分でしたが、 学会会場 

の素晴らしさにはとても 驚きました。 それと同時にコンピューターを 活用した演題や、 他 

会場の進行Ⅱ 犬 、 況の表示、 そしてスムーズな 大会運営、 これには準備・ 運営に携わられた 

方々の気合いとご 苦労を感じました。 最後になりますが、 楽しく、 そして刺激的な 時間を 

演出した下さられた 大会の準備・ 運営に携わられた 方々に心から 感謝 い たします。 

 
 

 
 
 
  
 

 
 



発生学会印象記一新しい 時代の流れを 目の当たりにして 

京都大学・ 院医 藤 森 俊 彦 

本年度の発生生物学会に 参加してまず 感じたのは、 会場もプロバラムも 非常によくオー 

ガナイ ズ されており、 ハイテクを駆使した 会の進行はすばらしいことでした。 これには、 

大会準備委員会の 皆様の創意工夫によるものだろうと 容易に想像され、 楽しい会に参加で 

きた事に感謝します。 本大会では、 特にポスタ一発表の 充実が進んだと 感じられました。 

とても広々としたスペースに 掲示されたポスターを 見て回る十分な 時間があ りましたの 

で、 じっくり下見もでき、 討論がとてもよく 進んだ様に感じました。 

さて、 本大会での発表を 通して、 新しい時代の 流れを迎え変貌を 遂げて行く発生生物学 

の現状を感じました。 その点について 私自身の勝手な 解釈とともに 感想を述べさせていた 

、 だきます。 私が発生生物学を 学生として学び 始めたころは、 分子生物学的手法が 本格的に 
発生生物学に 用いられ、 実験発生学の 広がりを見せ 始めていました。 胚に遺伝子を 導入す 

る手法が様々な 種で確立され、 積極的に胚に 働きかけ、 あ るいは揺らぎを 与えるというこ 

とに、 「遺伝子」のレベルで 可能になったのは 一時代を象徴する 事であ ったと思います。 

また、 特定の遺伝子の 発現を記載し、 これまでに知られていた 発生現象を「遺伝子」に 置 

き換えて語るということが 盛んになされてきた 様に感じます。 この様な流れの 中で、 新た 

に 取られた遺伝子が、 発生現象で極めて 重要な働きをしていることがわかった、 あ るいは 

従来の方法では 引き出す事ができていなかった 胚の持つ ポ テンシヤ ル を発見できたという 

様な輝かしい 研究も数多く 見受けられています。 しかし、 その反面では、 自分のめざす 発 

出現象を語るという 目的からはずれて、 遺伝子間あ るいは分子同士の 相互作用というより 

細かな現象に 終始して、 最初の目標は 何だったのだろうという 疑問を伴う様な 仕事も増え 

てきました。 私自身の研究でも 非常に初期の 発生に着目してその 時期におきていることを 

ろうとして、 特定の遺伝子を 導入あ るいは、 つぶすという 方法を用いて 来ましたが、 残 

心ながら自然はそんなに 甘くなく、 思っていた方向へ 研究が順調に 進んできたとは 言えな 

い状況です。 まるで、 一つの分子につかまって、 力不足のあ まりにそれに 振り回されてし 

まったという 様子です。 しばしば自分のめざす 所を見失わない 様にするにはどうすれば 良 

いかを考えるのですが、 そこへ今回の 学会でも強く 感じられた一つの 流れが、 何かヒント 

を与えてくれるかも 知れないと思わせました。 充実したワークショップが 多く見受けられ 

たなかで、 『発生生物学とゲノムサイェン ス とのつきあ い 方 』は印象深いものでした。 特 

に印象的だったのは、 反 ゲノム派、 あ るいは「あ まり遺伝子だけに 頼るのは好きではない 

人々」までもが、 全遺伝子を知りつくす 必要もあ ると身を持って 感じているという 事実で 

した。 これまでの方法では、 発生現象をとらえる 為にその現象での 主役を演じると 予想さ 

れる遺伝子をクローニンバ し 、 塩基配列を決定しそれから 役割を想像し 、 、 、 という一連の 
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仕事がパターンとして 定着している 一方で、 塩基配列をひたすら 決める事に疑問を 抱く人 

間も少なからず 存在します。 そこへ時代の 流れとしてゲノムプロジェクトが、 莫大な情報 

をもたらしている 現在、 発生現象を語るという 目白りで家内手工業的に 進めてきた個々の 遺 

広子の同定との 間にあ る，情報量のギャップをどうとらえるかも 考えさせられました。 そこ 

で浮かんでくる 考え方は、 これまでの様に 発生の現象の 中で個々の遺伝子を 見ていく方法 

に平行して、 それぞれの現象を「一連の 遺伝子 群 」の挙動から 記載する方法が 可能であ る 

ということです。 発生のそれぞれの 過程を、 状態の変化する 細胞の組み合わせだとすれば、 

一つ一つの細胞の 様子は発現している 遺伝子群の組み 合わせ、 あ るいは機能している 分子 

辞め セットとしてとらえる 事が可能です。 そうなると、 瞬間瞬間に特定の 細胞の置かれて 

いる状態を記載する 事が可能になってくるはずで、 実現可能かどうかはさておきそれを 全 

ての細胞で終えてしまえば 遺伝子での発生の 記載を完了できることになります。 各種の動 

初 において、 ゲノムプロジェクトによってほぼ 全ての cDNA が同定されるのも 遠くない 悔     

来 に可能であ るという話も 木大会で聞きました。 また DNA チップといった 技術も非常に 急 

速に進み、 多くの人がそれをⅠ 手く 利用することも 予想されます。 これまで形態や 少ない 

数の マーカ一に頼っていた 判断基準がより 広がり、 さらに厳密な 記載が可能になろうと 思 

います。 私自身も、 今後このような 莫大な情報をどうとらえるかを 真剣に考えないといけ 

ないと感じました。 新たな時代を 迎えるにあ たって、 如何にこのような 情報を生かして 自 

分 なりの方法で 生き残るかを 考えた時、 もう一度古典的な 実験に立ち返り、 まだ十分に理 

解が進んだとは 言えない発生の 事象をとらえ 直す必要があ るだろうと思います。 その実験 

の一つのツールとして、 ゲノムプロジェクトのもたら キ 情報は非常に 役に立つものにちが 

いあ りません。 生き物の持つポテンシャルを 我々が全て理解できたとは 言えない現在、 ど 

うやってそのポテンシャルを 探るか、 あ るいはどのような 方法で胚にこちらから 働きかけ 

る事でそれを 引き出すことが 可能かをじっくり 考え、 新しい世界を 開いていく事が 私自身 

での大きな課題であ ろうと感じました。 

日本発生生物学会運営委員会議事録 

日時 : 1 9 9 9 年 5 月 2 7 日 ( 木 ) 1 8 : 0 0 一 2 1 : 0 0 

場所 : 甲南大学 3 号館第 3 会議室 

出席者 ( 敬称略 ) 

会 長 : 竹市 雅俊 
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運営委員 : 町形 清和、 井出 定 Z 、 岡野 栄之 、 高橋 淑子、 中正 憲夫、 仲村 

巷 和 、 仲村 巷 和 、 西田 宏 記 、 藤澤 肇 、 星 元紀、 八杉 貞雄 

DGD 編集主幹 : 嶋田 拓 

第 3 2, 3 3 回大会関係 : 固 まりな、 川村 和夫、 青山 裕彦 

事務局 : 西鶴 秀俊、 福田 公子 

議題 : 

報告事項 

1. 会長挨拶 ( 竹 市会長 ) 

2, 大会委員長挨拶 ( 同大会準備委員長 ) 

  事務を学会事務センタ 一関西に依託したため 準備委員会の 負担が減った 

      HP 投稿をスタートさせた 0 

  1 口 目は公開シンポジウム、 総会、 懇親会のみとした。 

  口演会場を 3 会場とし、 各会場の様子をビデオに 収録した。 ビデオはその 時と後に放 

映する。 

  ポスターは 3 日間張りっぱなしにする。 

  甲南大学には 会場費を無料にしていただいただけでなく、 補助および共催 ( 公開、 ン 

ンポジ ゥム ) で多大な援助を い ただいた。 

3. 庶務報告 ( 事務局 ) 

会員数 国内 正会員 1 0 7 4 人 

学生会員 3 5 5 人 

賛助会員 4 人 

海外 正会員 5 0 人 

合計 1 4 8 3 人 ( 前年より 8 5 人増 ) 
  
研究助成 

日産学術研究助成に 関する審査の 結果以下の方に 助成金が決定した。 

京都大学再生医学研究所教授 笹井 芳樹 

京都大学・ 院 ・ 理 ・瀬戸臨海実習所助手 和田 洋 

4. DGD 編集会議からの 報告 ( 嶋田編集主幹 ) 

  出版状況は順調だが、 投稿論文数を 増やしたい。 

  平均カラーぺージ 数 2.24 府令 文 

  Impactfactor も順調に伸びている。 

  lSDB  大会の abstract を DGD  の supplement として出版する。 

  ブラックウェルが DGD を online 化した。 会員割引価格 2 0 ドル。 ( 印刷された雑誌を 
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ふくむ。 ) 電子雑誌のみの 場合の価格は 検討中。 

5. 学術会議報告 ( 星学術会議委員 ) 

・学術の動向を 参照してほしい。 

  科研費の審査員の 管理が文部省から 学術会議に移行した。 審査員が 2 倍に増え、 研 

連を通して決定することになった。 複合領域、 発生生物学細目では 第 1 段階審査員 

は 3 つ 6 ( うち発生生物学会推薦 1 つ 3L 、 第 2 段階審査員は 2 つ 4 ( 同じく隔年 1 

づ 毎年 1)0 

  科研 費 、 国際学術研究がなくなったことに 対して復活を 要求する。 

  ISDB 大会・学術会議共催にはならないことになった。 

6. HP ( 準備 ) 委員会報告 ( 町形 HP 委員長 ) 

  2 0 0 1 年の ISDB 大会での HP 投稿に備えるため、 JSBD の HP を学会事務センタ 一の 

サーバ一に置き、 第 3 2 回、 第 3 3 回大会で HP 投稿を試行する。   
  第 3 2 回大会では 3 1 2 件 中 2 0 0 件が 皿 投稿だった。 文字バケなし。 HP 投稿での 

トラブルシューティン グ をまとめたい。 

  卍の英文化を 進めている。 必要最小限度。 ISDW の Firstcircular に間に合うように 行う。 

  掲示板を置くことが 可能になった。 大会へのアイデア 等を募集できる。 

7. ISDB 大会報告 ( 竹 市大会準備委員長 ) 

  Fi バ tcircular は HP で行 うが Secondcircular はどうするか 決定 中 。 

  学術会議との 共催はできなくなった。 

  プロバラムは 出来上がりつつあ る。 

8. 次期大会委員長からの 挨拶 ( 川村次期大会準備委員長 ) 

  一般演題は高知会館でポスター。 ン 、 ンポジウムを 5-7 演題おこな う 。 詳 #m は HP で討論していただ { 

・投稿は HP を主とする。 

9. その他 

次期幹事長を 東北大学の井出先生が 引き受けていただくことになった。 

審議事項 

1. 1 9 9 8 年度決算と 1 9 9 9 年度予算について ( 事務局、 青山会計監査委員 ) 

  1 9 9 8 年度決算 ( 別紙 1L 、 会計監査が報告され、 承認された。 

  1 9 9 9 年度予算案 ( 別紙 2) が承認された。 

2. 科学研究費審査委員候補が 投票のうえ決定した。 

3. 会則の付加 (HP 委員について ) 

日本発生生物学会ホームページ 委員会規則 ( 別紙 3) が承認、 された。 

4. 総会議案が承認、 された。 
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1 9 9 9 年度 予算 

一般会計 

収入費目 金額 ( 円 ) 支出費目 金額 ( 円 ) 

学会費 12,000,000 DGD 刊行 費 7,300,000 

賛助会費 200,000 DGD 編集 賞 2,000 ， 000 

文部省補助金 5,890 ， 000 DGD カラ一編集 費 700,000 

広告代 200,000 DGD 保管 料   150,000 

雑収入 200,000 学会事務センター 

利 」， 恵 、 5,000 業務委託費 2,500 ， 000 

発送 費 1,500 ， 000 

サーキュラ一印刷費 1,000 ， 000 

要旨 集 印刷費 1,000 ， 000 

大会援助 費 500,000 

ホームページ 開設。 維持費 700,000 

ホームページ 委員会 100,000 

運営委員会 400,000 

事務局経費 500,000 

国際発生生物学会へ 150,000 

前年度より繰越 4,571,694 予備費 4.566.694 

合計 23,066,694 合計 23,066,694 
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] 9 9 8 年度 決算 

一般会計 

l 収入費目 

 
 

学会費 

賛助会費 
文部省補助金 

広告代 
利息 

学 協会著作権 
協議会分配合 

出版著作権 
協議会分配合 

大会 校 寄付 
バックナンバー 

売り上げ 

金額 ( 円 ) 

12,434,400 

330,000 

6,930,000 

520,000 

4,069 

177,682 

100,000 

1,304,707 

10,800 

前年度繰越金 

  5.882,549   

合計 27,694,207 

l 支出費目 @  金額 ( 円 )  l 

DGD 刊行 費 

DGD 編集 費 
DGD カラ一編集 賞 

DGD 保管科 

学会事務センター 業務委託費 

名簿作成費 

選挙諸費用 

発送 費 
サーキュラ一印刷費 

要旨 集 印刷費 

大会援助 費 

アジア学術交流促進事業 

賛助金 
運営委員会経費 

事務局経費 

特別会計 
次年度への繰越金 

6,944,768 

1,700,000 

356,758 

18,900 

1,990,903 

2,027,660 

746,019 

1,427,300 

772,997 

1,002,750 

500,000 

10 ， 000 

479J646 

1 羽・ 812 

5,000 ， 000 

4,57 Ⅰ， 694 

 
 

@ 合計 127,694,207@ | 

特別会計 

金額 ( 円 ) 備考   

6,000 ， 000 

61000 ， 000 

5,000 ， 000 

一 6r000 ， 000 

1996 年一般会計より 

1997 年一般会計より 
1998 年一般会計より 

ISDR 準備委員会へ 

ⅠⅠ， 000 ， 000 ム 口 ・ 冒 Ⅰ i, 
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日本発生生物学会ホームページ 委員会規則 ( 別紙 3) 

申し合わせ事項 

5. 日本発生生物学会は、 学会のホームページを 設置し管理するためにホームページ 委員 

会 をおく。 

日本発生生物学会ホームページ 委員会細則 

第 1 条 木 細則は学会のホームページ 委員会 ( 以下 HP 委員会 ) に関する規則であ る。 

第 2 条 Hp 委員会の委員は 次の通りとする。 

1. 学会事務局幹事長、 庶務幹事、 会計幹事。 

2. 会員の中から 会長によって 委嘱された若干 名 。 

第 3 条 第 2 条 2 に よ る委員の任期は 2 年とする。 但し重任を妨げない。 

第 4 条 HP 委員会の委員長は 委員の互選によって 決定する。 

条 集 5 HP 委員会は以下の 業務を行う。 
l . HP の設置。 

2. HP の更新及び HP 掲載希望情報の 受け付け。 

3. 不適切な情報の 削除。 

4. その他 HP 委員会において 必要と認められた 業務。 

第 6 条 七皿委員会の 活動は定期的に 会長及び運営委員会に 報告、 審議されるものとする。 

第 7 条 不 規則は平成 1 1 年 5 月 2 8 日ょり発効する。 

  

第 3 2 回 日本発生生物学会総会議事録 

日時 : 1 9 9 9 年 5 月 2 7 日 

場所 : 東灘 E 氏 センターラは ら ホール 

議長選出 ( 八杉 )     
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会場から姫路工業大学の 渡辺憲二会員が 推薦され、 満場一致で同会員を 議長に選出した。 

報告事項 

1. 会長挨拶 ( 竹 市会長 ) 

2. 大会委員長挨拶 ( 団 大会準備委員長 ) 

  HP 投稿を開始した。 

  1 、 2 日目で違う会場になった。 

  甲南大学から 多大な援助があ った。 他に、 兵庫科学技術振興財団、 日仏協会から 援 

助 があ った。 

  

  

3. 庶務報告 ( 事務局 ) 

会員数 国内 正会員 1 0 7 4 人 

学生会員 3 5 5 人 

賛助会員 4 人 

海外 正会員 5 Q 人 

モ ナ言 十 1 4 8 3 人 ( 前年より 8 5 人増 ) 

日産学術研究助成に 関する審査結果 

京都大学再生医学研究所教授 笹井 芳樹 

京都大学・ 院 ・ 理 ・瀬戸臨海実習所助手 和田 洋 

4. DGD 編集会議からの 報告 ( 嶋田編集主幹 ) 

  ImpactFactor は順調に伸びている。 

  投稿数を増やしたい。 

  カラーチャージが 安くなったが、 さらに安くなるよう 検討したい。 

  ブラックウェル 社で DGD の online 化がはかられた。 

5. 学術会議報告 ( 星学術会議委員 ) 

  学術の動向を 見てほしい 

  科研費の審査員が 学術振興会から 推薦されるようになった。 審査委員数も 2 倍にな 

った。 複合領域、 発生生物学細目では 第 1 段審査員が 3 人から 6 人へ。 

  TSDR 大会の学術会議との 共催はだねだった。 

6. HP  ( 準備 ) 委員会報告 ( 同形 HP 委員長 ) 

  2 0 0 1 年 ISDB 大会と第 3 4 回大会合同大会に 向けて、 HP 投稿への道づくりを 行っ 

ている。 

  今回は要旨の 紙での投稿が 主、 HP 投稿が 副 だったが、 HP 投稿が主・紙での 投稿が 副 

を 経て、 すべて HP 投稿にする予定。 
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  JSDR の HP を学会事務センタ 一に置く。 

  今回の HP 投稿について 

  文字バケはなかった。 

  HP 投稿できないとの 苦情の原因のほとんどはブラウザの 設定やバージョンの 問題だ 

った 。 

  要旨の公開をギリギリまでしたくないとの 要望には今後選択できるようにする。 

  3 3 回大会では掲示板を 設け、 高知に置いたサーバ 一に JSDR の HP からリンクする。 

会場から会費を ヵ一ドで 払える よ うにして欲しい、 要旨をワープロファイルで 送り 

たい、 古いシステムや 機械でも使えるようなシステムにして 欲しいという 要望がで 

/- し O 

7. 次期大会委員長からの 挨拶 ( 川村次期大会準備委員長 ) 
  
  2 0 0 0 年 5 月 2 6 日から 2 8 日にメイン会場、 高知県民バリーンホール、 ポスタ 

一会場、 高知会館。 

  、 ン ンポジウムは 招待演者と一般公募演者でおこなう。 

  要旨の投稿は 正 廿が 主、 紙での投稿が 従でおこなう。 

8. TSDB 大会報告 ( 竹 市大会準備委員長 ) 

  プロバラムは 近藤プロバラム 委員長とつめている。 

  財政は切り詰める 必要があ る。 

1 年後に SecondCircular をまわすが onhine でかくかどうか 検討中。 
  要旨投稿は onhine がほとんどだが、 紙での投稿をどうするかも 検討中。 

9.  その他 

次期幹事長を 東北大学の井出先生が 引き受けて下さった。 

  
，審議事項 
1. 1 9 9 8 年度決算 ( 事務局、 青山会計監査委員 ) 

1 9 9 8 年度決算 ( 別紙 1L 、 会計監査が報告され、 承認、 された。 9 2 1 9 9 年度予算 ( 事務局 ) 
1 9 9 9 年度予算案 ( 別紙 2) が承認、 された。 

3. 会則の付加ほ -[P 委員について ) 

日本発生生物学会ホームページ 委員会規則 ( 別紙 3) が承認、 された。 
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ホームページ 委員会より経過と 状況報告 

ホームページ 委員会・町形清和 ( 姫 工人・ 理 ・生命 ) 

経緯報告 

く 最初の契機 ノ 

2001 年の第 34 回・日本発生生物学会大会 ( 京都 ) を兼ねた第 14 回，国際発生生物学会の 広 

報委員の依頼を 大会委員長の 竹前さんと広報委員長の 長濱さんから 受け、 2001 年の大会は 

全面的にホームページ 投稿にしたりとの 意向を受けたわけです ( なぜ、 小生に白羽の 矢が 

たったのかは、 明白であ りました。 小生の家内がコンピュータ 一関連のこの 方面の作業に 

詳しいことを 彼らが知っていたというだけのことです ) 。 国際発生生物学会のホームペー 

ジを開設するにあ たり、 どこのサーバーを 使用するのかがまず 問題になったわけです。 ヰ 

く ホームページを 担当した人が 自分の大学のサーバーを 使ってやっているケースが め うけ 

られますが、 公の学会のホームページなのに 個人が所属する 大学のサーバーを 使うのは変 

に思われたのです ( 本人が移動したら 終わりだし、 その本人がホームページを 管理し続け 

なければならなくなる ) 。 国際発生生物学会を 担当してくれるエージェントのサーバーを 

使 う という手も考えたのですが、 健全なあ り方を考えた 場合は、 まずは発生生物学会のホ 

ームページがあ り、 その一環として 国際発生生物学会のホームページがあ るのが本来の 姿 

ではないか。 多かれ、 少なかれ、 ホームページを 利用しての学会業務の 迅速化・簡易化は 

時代の流れとして 来ることは誰の 目にも明らかだったわけですが、 一方で、 実際に誰が・ 

どのように進めるのか、 ホームページに 親しくない会員にどのように、 浸透させていくのか 

を誰も考えていないことも 明らかでした。 そこで、 

一 学会のホームページの 開設 

一第 32 回神戸大会のホームページの 開設 

一 第 32 回神戸大会のホームページに よ る参加・発表申込 1 

一 学会ホームページの 英文化 

一 第 14 回国際発生生物学会のホームページの 開設 

一 第 33 回高知大会の 発表要旨のホームページによる 参加，発表申込Ⅱ 

一 第 14 回国際発生生物学会のホームページによる 参加・発表申込 m 

という段階的なシステム 構築を考え、 徐々に会員にホームページに ， 慣れてもらい、 3 年後 

には、 トラブルなくホームページに 親しくない会員の 方にも発表申込ができるように 工夫 

してみたわけです。 残された問題は 、 誰がやるのかでした。 また、 当面の問題として、 学 

会事務センターとしてもホームページによる 参加・発表受け 付けは発生生物学会の 大会が 

初めてのケースであ るという技術的な 課題も克服しなくてはなりませんでした。 
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く ホームページ 委員会の発足 ノ 

具体的に作業を 開始するにあ たり、 学会としてホームページ 委員会として 正式に認可し 

た上で予算化もしなくてはならなくなったわけです。 そこで、 町形・栃内・ 事務局を ノ ン 

バ ー として、 学会事務センタ 一の計算機 室の スタッフと相談しながらシステム 構築を開始 

し、 今度の総会で 正式に認可されるに 至った次第です。 作業をシステマティクに 行うため 

に、 原稿の htm@ は外注し、 サーバーへのアップロードは 学会事務センタ 一の計算機 室に 

年間契約して、 安く・迅速に 作業を展開するようにしました。 また、 DGD のオンライン 化 

とのタイアップついては、 栃内さんと事務局の 方で動いてもらい 学会のホームページから 

blackwell 社の DGD のホームページに 飛ぶことで落着をみたました ( 本文まで見るには、 い 

まのところ各会員ごとの Synergy 契約が必要です ) 。 このような経緯を 経て、 現在のホーム 

ページのシステムが 構築されました。 次に、 ホームページの 現在の状・況について 説明しま 
  
す 。 

状況報告 

く 学会のホームページー http Ⅶ www.bcasJ.or.JP 乃 iSdb ノ 

日本語・英語とも 両方のバージョンがすでにホームページ 化されています。 日本語のぺ 

ー ジから EngllSh と書かれた赤い 文字をクリックして 頂ければ英語のぺ ー ジに飛びます。 海 

外の方には、 http Ⅶ www.bcasJ.or.jp 小 db/ ヒ index.html という英語のホームページに 直接入る 

よう案内しています。 どちらのぺ ー ジからも、 国際大会・ DGD に入れる よ うに設定してあ 

ります。 

く 国内大会 ノ 

国内大会の案内については、 日本語のホームページからのみ 入れます。 すでに来年の 高 

知 大会の案内がアップロードされています。 神戸大会については、 高知大会の案内のぺ 一 
  
ジの 最後に神戸大会のポスターがあ り、 そこをクリックすれば、 今年行われた 神戸大会の 

全ての案内と 発表プロバラム、 また、 ホームページ 投稿された発表要旨は 全て閲覧できま 

す 。 さらに、 高知大会については、 川村大会委員長の 希望で大会運営についての 意見をか 

わす掲示板を 開設してあ りますので、 ご意見 板 マークをクリックしてもらえれば、 高知大 

学のサーバ一に 開設されている 掲示板に飛びますので、 そこから会員の 意見を書き込むこ 

とができますし、 投稿された会員の 意見を読むこともできます。 

く国際大会 ノ 

2001 年の大会案内は 、 先に述べたとおり、 日本語からでも 英語のホームページからでも 

入れます。 現在は 、 lst サーキュラ ーが 案内としてだされていますが、 来年始めには、 2nd 

サーキュラ ーが アップロードされる 予定です。 2001 年の国内大会は 国際大会と兼ねる 形で 

 
 

 
 
 
  
 

  



      

行われますので、 来年の高知大会では、 是非ホームページによる 参加・発表申込に ， 慣れ親 

しんでもらいたいところです。 

く DGD . その他 ノ 

DGD については、 先ほど述べた よ うに。 学会のホームページから 入れる よう に設定して 

あ りますが、 読めるのはあ くまでも目次までです。 テキストを 0n Ⅱ ne で読むには、 Synergy 

契約 ( 年間￥ 2.500) を blackweIl 社と各会員が 結んでもらう 必要があ りますので、 誤解のない よ 

うお願いします。 その他、 賛助会員や公募・ 集会案内なども 盛り込まれていますし、 それ 

らについては 月初めに必ず 更新することにしていますので、 閲覧してください。 なお、 集 

会 案内や公募で 掲載希望のあ る方は、 事務局に申し 込んでください。 

第 3 2 回大会のホームページ 投稿についての 報告 
  

最後に、 今年の神戸大会で 試験的にトライ した ホームページに よ る参加・発表申込につ 

いての報告をさせてもらいます。 これらの報告を、 是非、 来年以降の大会に 活かしてもら 

いたりものです。 

く 投稿件数 ノ 

全 312 演題中、 189 件がホームページ 投稿され、 15 件がトライしたがうまく 行かずに郵送に 

切り替え、 108 件が郵送で投稿されました。 また、 ホームページと 郵送の重複投稿が 3 件、 

ホームページから 二重送信されたものが 2 件、 ホームページ 投稿したつもりがされていな 

かったケースが 2 件あ りました。 

く ホームページ 投稿での内容のミスノ 

従来の紙での 投稿の習慣からか、 

  演題の領域に 氏名を書き込んでいるケースが 19 件 

  演題冒頭に演題番号を 書き込むスペースをわさわざとっているケースが 6 件 

  本文の冒頭に 空白があ るケースが 95 件 

  演題末尾に改行コードを 入れているケースが 50 件 

あ りました 0 来年はその点を、 注意して欲しいとともに、 こちらからも 同じ間違いを 繰り返 

さないように 指示したいと 思います 0 

く 投稿できなかったケースの 原因と今後の 対策について ノ 

ほとんどが、 各個人のコンピュータ 一の設定の問題か、 人力のし方のミスによるもので 

した。 来年は、 これらの反省を 活かし、 問い合わせ体制を 整えることと、 最悪の場合には 

E-ma Ⅱ投稿で対応できるようにしたいと 考えています。 

くその他の問題点 ノ 

「大会以双のホームページにおける 要旨の公開は、 不利益をまねくおそれがあ りますの 
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で、 郵送で申込しこみます」というご 意見があ りました。 最終的には、 オープンになるわ 

けですが、 どのタイミングでオープンするかについてが 問題視されたわけです。 ホームペ 

ージ投稿の良いところは、 プロバラムができた 段階で、 迅速に要旨までホームページで 読 

めるというところにあ りますが、 ぎりぎりにオープンにしてもらいたいケースも 必ずあ る 

と思われます。 そこで、 次回からは、 どのタイミングでオープンしたいかの 希望に応じる 

、 ンステムを組み 込む予定です。 

また、 Netescape の古いバージョンでも 対応できるようにして 欲しいという 要望が総会で 

あ ったのですが、 こちらでいろいろとホームページのつくり 方の設定を換えて 本人に チェ 

ック してもらったのですが、 技術的にも金銭的にも 労力的にも大変であ ることが判明し、 

本人の了解を 得てとりあ えず今回の設定で 継続することになりました。 

今後のホームページのあ り方と問題点 

今後、 ホームページの 活用がどんどん 一般化していくと 思います。 が、 コンピューター 

を 持っていない 会員・コンピュータ 一に親しみを 感じない会員もいると 思いますし、 特に 

、 ンニア の方々にはインターネットとは 疎遠の方も多いと 思われます。 便利さ・安さを 理由 

にホームページ 主導にしていくことによって、 シニアな会員に 疎覚感を与えてしまうこと 

は 、 発生生物学会の 良さを失うことにもなりかれないので、 手間と費用はかかるかもしれ 

ませんが、 どんなケースでも 手書き，郵送も 対応することが 必要と思われます。 ホームペ 

ージ委員会の 立場はあ くまでも、 ホームページについて 使い心地を良くするよう 努めるこ 

とであ って、 ホームページに 慣れ親しんでいない 人にもホームページにしろというスタン 

スはとっていないことをご 理解して頂きたいと 思います。 

  

第 3 3 回高知大会 HP ついに開設 

高知大学理学部生物学科 月 l 打 和 夫 

日本発生生物学会第 3 3 回高知大会のⅠ廿が 開設されました．下記のサイトにアクセスし 

てください (http://www.bcasj.or.jp 乃 :Sdb 乃 :Sdb.ht 耐 ). 

HP は大会日程、 会場、 運営形式などの 記事の他に、 前回のサーキュラ 一ではお知らせで 

きなかったシンポジウムのテーマについて、 準備委員会のたたき 台を掲載しております   
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ご 高覧の上 、 ご意見などを 電子掲示板 (http://crie.sc.kochi-u.ac.jp/meetin9337hass ㎡・ cgi) にど 

しどしお寄せください． HP の記事の一部を 下記に再 掲 します． 

    大会会期 200CW 年 ( 平成 Iw 年 ) 5 月 25 日 ( 木曜日 ) 一 5 月 27 日 U 土曜日 ) 

2. 大会会場 高知県民文化ホール ( 主 会場 ) 、 高知会館 ( ポスタ一会場 ) 

3. 講演の形態 シンポジウム と ポスター 

、 ン ンポジウムは 主会場で実施し、 3 日間で 5 一 7 テーマを消化する 予定です． 各テ一 

て は原則として、 招待講演と一般公募口演より 構成します．ポスターは 例年通りの様式で 

す ．発表希望者は 一般公募口演、 もしくはポスタ 一のどちらかをお 選びいただくことにな 

ります．ただし 口演数には限りがあ りますので、 ご希望に添えずポスタ 一にお回りいただ 

く可能性もあ ることをお含みおきください． 
  

4. シンポジウムの 企画 ( 案 ) 

(m) 発生を制御するシグナル イ 五達 

W2 厳写 因子と発生 

(m) 幹み W 胞と 分化制御 

(4) 組織の再構築 

(5 極性と非対称 

(6 州経回路網の 形成 

(7) 発生システムの 進化 

テーマの最終決定は 10 月末の予定です   

5. その他の集会について 

大会準備委員会が 主催する上記シンポジウムとポスター 以外に、 ワークショップなと ， 

の 希望があ りましたら、 お早めに大会準備委員会にご 一報ください   
  

ヨーロッパ発生生物学会参加レポート 

東北大・ 院医 若 松 義 雄 

今年の 6 月 1 9 一 2 3 日にかけてノルウェーはオスロで 開催されたヨーロッパ 発生生物 

学会に行って 来ました。 やっぱり学会でもないとなかなかノルウェ 一なんて行かないだ る 
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うから良い機会だということだったんですが、 動機はちょっと 不純でした。 

オスロの空港はとても 綺麗ですばらしかったんですが、 人国審査の際にはゲートに 人が 

殺到し、 全然 別 とか作らないんです。 なんかおかしいなと 思ったら、 案の定学会のオーガ 

ナイズ はかなり適当で、 会場へ行ってもどこがポスタ 一会場でどこが 口演の会場か よ くわ 

からないし、 昼食は 3 つのグレードからあ らかじめ選んで 予約しておくんですが、 グレー 

ド ごとに座る席が 決められていて 自由に座れない。 じゃあ そんなにいい 食事が出たかと 言 

えば全然で、 僕は中ぐらいのバレードのを 選んだんですが、 けっこう高いのに 単なるサン 

ドイッチで、 ドリンクは別売。 ノルウェ一人の 知り合いとたまたま 会って話を聞いてみる 

と 、 この国の人たちはかなりいい 加減 ( よくいえばおっとりしている ) なんだそうです。 

なにしろオスロ 自体が一国の 首都とは ぽ、 えない程小さい 町で、 やっぱり田舎だからなんで 

しょうね。 
  
そうはいってもさすがは 国際学会、 著名な研究者が 大勢来ていました。 しかし、 シンポ 

ジウムのスピーカ 一の多くがアメリカ 人で、 ヨーロッパの 学会に来た気があ まりしません 

でした。 ただ、 発表を聞いていると、 Uptodate な 研究内容を発表しているのはアメリカ 

人 が多く、 ヨーロッパのシンポジストの 中には " なんで今頃 こんなことしてんの ?" と思 

うような前時代的な 内容を喋っている 人もちらほら。 昨今の発生生物学におけるアメリカ 

の 優位性みたいなものを 反映しているのでしょうか。 。 。 。 

発表の内容では、 やはり最近 Ce Ⅱにも発表された、 Drosophila の wing disk における 

cytoneme に関する Kornberg 博士の発表が 興味深く、 また大きな拍手を 受けていました。 

cytoneme は脊椎動物細胞の 神経管のにもあ るそうですし、 これから流行ること 間違いなし 

ですね。 それ以外には、 かなり多くのグループからレチノイン 酸に関する発表がされまし 

た。 sonichedgehog の発見で 肢 芽の前後 軸 決定のモルフォゲン 候補から引きずり 降ろされて 

以来、 いまひとつ発生の 分野でぱっとしなかったレチノイン 酸でしたが、 体節と中枢神経 
  
系 との相互作用への 関与など、 少し違った形での 復権 になりそうです。 

自分はポスタ 一発表だったんですが、 海外の学会にしてはポスターセッションもけっこ 

うな盛り上がりを 見せ、 そこかしこで 熱っぽいディスカッションが 行われていました。 

おそらくわざとなんでしょうが、 学会の日程は 夏至にかかっており、 高緯度地方のオス 

ロ では夜の 1 2 時頃 になってやっと 夕暮れ時でした。 そのあ とも真っ暗になることは 全然 

なくて、 慣れないとやっぱり 調子が狂います。 しかし夕暮れ 時のオスロの 港のかがやくよ 

うな美しさは 一見の価値あ りでした。 ノルウェ一の 長い冬を知らないせいでしょうか、 美 

術 館で見たムンクの " 叫 騨の暗い印象と 僕のノルウェ 一体験の間には 接点が見出せない 

まま、 この国を後にしました。 



生物科学学会連合について 

幹事長 八 杉 貞 雄 

生物科学学会連合は 日本発生生物学会を 始め l b の学会が会員となり ，それぞれ連絡責 

任者をおき，「会員の 活動に関する 情報連絡の便宜を 図り，必要に 応じて連合として 意見 

を 公表し生物科学の 発展並びに普及に 努める」ことを 目的として 1 9 9 8 年に発足した。 

発生生物学会からは 幹事長の八杉が 連絡責任者となっている。 また連合の 1 9 9 9 年度の 

世話人は星 元紀日本動物学会会長であ る。 第 1 回会議 ( 発生生物学会は 岡田双会長出席 ) 

は 1 9 9 8 年 5 月 8 日に開催されて 運営の申し合わせなどが 話し合われた。 第 2 回は 1 9 

9 3 年 3 月 2 5 日に開催され ，公務員試験「生物」について 生物区分からの 合格者の採用 

を増やしてくれるよう 各省庁に要望書を 提出した。 第 3 回は 1 999 年 8 月 6 日に行わ 札     

生物学教育の 問題に関して ，「数物化系学会教育問題連絡会」に 連合として委員 ( 星 元 

紀世話人， 邑 出 仕世話人代行 ) を出すことが 決まった。 また， このことと関係して 入試 

や 新指導要領の 件も話し合われた。 さらに，「今後の 生命科学研究の 推進の在り方に 関す 

る懇談会」の 報告など生物科学をめぐる 政府等の動きや ，現在国会で 論議中の実験動物の 

規制に関する 問題について 意見交換がなされた。 

このように水連合は 生物科学の諸学会が 共通にもついろいろな 問題に関して 議論し積 

極的に発言していこうとするものであ る。 会員の皆様でこの 連合について 質問，希望，要 

望ががあ りの方は，学会事務局または 八杉 (Email:yasugi-sadao ⑥ c.metro-u.ac.JP) までご 連 

絡 いただきたい。 

オ ヰ冊 費 審査システムに 関する動物学会の 提言について 

社団法人 日本動物学会では ，科研費の審査システムについて 会員のアンケート 調査 ゃ公 

開 討論会を行い ，動物学推進将来計画委員会において 提言をまとめ ，関係する諸団体，省 

庁に配布しました。 

その主要な内容は ， (1) 審査員の数を 増やすこと， (2) 審査プロセスをフェアに 行うた 

めの規則を組み 込むこと， (3) ユニークなアイデアを 積市 E 的に採択する 制度を確立する 

こと， (4) 審査システムをサポートする 専門家 ( サイエンス，コーディネータ㍉ 制度 
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を 採用すること ，です。 

この提言に関して ，詳細をお知りになりたい 方は，発生生物学会事務局または 動物学会事 

務局にお問い 合わせ下さい。 

  

日本発生生物学会会則 

会則は本則・ 小別・選挙細則よりなる。 
本則 

第 1  条 不会は日本発生生物学会                                   ofDevelopmentalBiologists  : 略称は 

JSDB) という。 

第 2 条 不会は発生生物学の 進歩と普及をはかることを 目的とする。 

第 3 条 不 会はその目的を 達成するために 次の事業を行う。 

1. 欧文誌の刊行 

2. 大会の開催 

3. その他大会の 目的達成に必要な 事業 

第 4 条 不会の会員は 正会員、 学生会員、 賛助会員の 3 通りとする。 

    正会員および 学生会員は木会の 主旨に賛同し、 所定の手続きを 経て、 通常会費を 

納めたもので、 欧文誌などの 刊行物の配布を 受ける。 また、 大会での研究発表の 

申込みをすることができ、 総会の議事に 参加することができる。 

    賛助会員は大会の 趣旨に賛同し、 木会の承認を ぅけ 、 所定の賛助会費を 納めた 個 

人 または法人で、 欧文誌などの 刊行物の配布をうける。 

第 5 条 不会には次の 役員をおく。 

会長 1 名・運営委員若干 名 ，幹事若干 名 ( うち幹事長 1 名 ) . 欧文話編集委員若干 名 ( う 

ち 編集主観 1 名 ) . 会計監査 2 名 

1. 会長は本会を 代表し、 会務を統べる。 任期は 2 年とし、 連続 3 期をつとめること 

はできない。 

2. 会長および運営委員は 運営委員会を 構成し、 本会の要務を 審議し会の運営にあ た 

る。 

運営委員は会長・ 3 名以上の運営委員・ 3 0 名以上の正会員あ るいは学生会員のいず 
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れかの要請により 開かれる。 

運営委員の任期は 2 年とし連続 3 期をつとめることはできない。 会長が不則の 事 

故などによりその 任務を遂行できなくなった 時は、 運営委員会の 議を経て会長代 

行 をおくことができる。 

3. 幹事長および 幹事は会長を 助けて庶務・ 会計などの日常の 会務を処理する。 

4. 会計監査は双年度の 決算を監査する。 

5. 欧文誌の編集主幹および 編集委員は編集委員会を 構成し、 編集に関しての 一切の 

責任を負う。 編集主幹および 編集委員の任期は 3 年とする。 

第 6 条 不会の会計年度は 1 月 1 日に始まり同年の 12 月 31 日に終わる。 

第 7 条 不会は原則として 年 1 回定時総会を 開き、 会務を協議し、 議決する。 なお会長が 

必要と定めたときには、 臨時総会を開くことができる。 
  

第 8 条 不会は定時総会のとき 大会を開き研究発表などを 行う。 大会には大会委員長 1 名 

と大会委員若干 名 をおく。 大会委員長は 会長が委嘱し、 大会委員は大会委員長が 

委嘱する。 

大会の運営は 大会委員長の 責任において 行う。 

第 9 条 正会員および 学生会員が会費を 1 年 以上滞納したときには 除名することがあ る。 

第 10 条 大会は地方支部をおくことができる。 

第 1¥ 条 大会の会則の 変更は総会において 協議し、 出席会員の 3 分の 2 以上の同意を 得な 

ければならない。 

7 才 貝 Ⅰ 

第 1 条 不会の事務所は 運営委員会の 議を経て会長が 委嘱する。 

第 2 条 会費は次の通りとする。 

1. 正会員は年額 10.000 円を年度始めに 納入する。 

2. 学生会員は年額 8,000 円を年度始めに 納入する。 

3. 賛助会員の賛助費は 年額 30,000 円以上とする。 

第 3 条 会長および運営委員の 選出方法は次の 通り定める。 

    会長および運営委員 (14 名 ) は、 正会員および 学生会員の投票に よ り選出される。 

その際、 会長はそれぞれ 若干名の候補者を 推薦することができる。 

2. 選挙の管理は 運営委員会が 委嘱した選挙管理委員 (3 名 ) が行な う 。 

第 4 条 幹事長および 幹事は会長が 委嘱し、 運営委員会の 承認をうける。 

第 5 条 欧分 誌の編集は 、 次の通り 4 イー 丁 つ , 。 

1. 編集主幹は、 運営委員会が 委嘱する。 



  

    編集委員は、 3 名を運営委員会が 選び、 さらに、 発生生物学の 動向を考慮に 入れ 

て ln 省内外を編集主幹が 指名する。 このうち、 3 名内外を編集 副 主幹 (associate 

edittor) に編集主幹が 指名する。 

3. 以上のほか、 専門領域等を 考慮して、 若干 名の advisoryboard を編集主幹が 指名す 

る 。 

第 6 条 会計監査は運営委員会の 議を経て会長が 委嘱する。 

第 7 条 本則第 3 条 3 項に定める事業を 行なうために、 委員会を設けることができる。 委 

員は会長が委嘱し、 うち 1 名を委員長とする。 

第 8 条 運営委員会は 少なくとも 1[@ 年毎に 、 広く会員の意見を 開き、 木会のあ り方に関し 

て 根本白りな再検討を 加えねばならない。 

第 9 条 不会則は昭和 47 年 1 月 1 日より試行する。 

申し合わせ事項 

1. 毎年 1 月 1 日から総会までの 会の運営は会長の 責任による暫定予算によって 執行 

し 、 その会計年度の 予算とともに 総会で承認、 をうける。 

2. 日本発生生物学学会発足 lfW 平目の反省に 基づき、 会長は、 上記の選出方法によっ 

て選出された 委員以外に 3 名以内の委員を 別に委嘱することができる。 

3. 科学研究費助成金の 分化。 基礎生物科学、 細目・発生生物学における 審査委員 候 

捕者の選定を 運営委員会に 委ねる。 

4. 国際発生生物学会の boardmember は運営委員会において 選出する。 

    日本発生生物学会は、 学会のホームページを 設置し管理するためにホームページ 

委員会をおく。 

け 記 

    不会則は、 1971 年 8 月 25 日第 4 回総会にて承認。 

    付則の第 1 条、 第 2 条、 第 3 条は昭和 49 年 6 月 22 日、 第 7 回総会に於て 変更した。 

    昭和 51 年 5 月 28 日、 第 9 回総会に 於 いて前文を追加、 本則第 5 条、 第 1U 条を変更 

した。 

4. 日繍口 57 年 5 月 28 日、 第 15 回総会に放いて 前文を追加、 本則第 2 条、 第 5 条、 付則第 

3 条を変更した。 

5. 昭和 62 年 5 月 29 日、 第 20 回総会に放いて、 本則第 4 条、 第 9 条、 付則第 2 条、 会 

長 選挙試行細則第 3 条、 運営委員選挙細則第 3 条の学生会員創設および 会費の改 

定に伴 う 変更が承認された。 この改訂は昭和 63 年 1 月 1 日よ り施行される。 
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6.  1991 年 5  月 24 日、 第 24 回総会に於て 付則第 2 条を変更した。 

7.  1992 年 5  月 29 日、 第 25 回総会に於て 付則第 5 条を変更した。 

8. 1993 年 5  月 27 日、 第 26 回総会に於て 付則第 5 条を変更した。 

9. 1999 年 5 月 27 日、 第 32 回総会に於て 日本発生生物学会ホームページ 委員会細則を 承 

認した。 

会長選挙施行細則 

第 1 条 本 細則は会則に 定められた会長の 選出に関する 手続きであ る。 

第 2 条 選挙の施行に 関する一切の 管理は選挙管理委員 ( 委員は委員会を 構成し、 1 名を 

委員長とする ) の責任の下で 行 う 。 

第 3 条 選挙は正会員および 学生会員の単記無記名投票によって 行なう。 
  

    投票用紙は選挙管理委員会所定のものに 限り、 所定の期日までに 到着する よ う 郵 

遷 されなければならない。 

    投票用紙には 被 投票者の姓名を 明記すること。 ただし、 同姓同名の被選挙人が 2 

名もしくはそれ 以上あ る場合は、 住所・所属機関名などを 付記すること。 

第 4 条 第 3 条に従って記載された 投票を有効とする。 ただし、 2 人もしくはそれ 以上記 

名 されたり、 なに人を指すか 判断不可能な 記名があ った場合は無効とする。 その 

他の有効・無効についての 決定は選挙管理委員の 協議によって 行う。 

第 5 条 第一次選挙において 有効投票の過半数を 得たものを当選者とする。 過半数を得た 

ものがない場合は 投票数の多いもの 3 名を第 2 時選挙の候補者とする。 ただし、 

上位 3 番目までに同数投票があ り、 その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含 

めた数が 4 あ るいは、 それを越える 場合には、 これら同数得票者を 第 2 次選挙の 

被選挙人とし、 第 3 条に従って単記無記名投票とする。 

第 6 条第 2 次選挙において 最多票を得たものを 当選とする。 ただし、 最多得票数が 2 茗 
もしくはそれ 以上あ る場合は管理委員の 抽選によって 当選者を決定する。 

第 7 条 選挙の結果はただちに 会長に報告され、 当選者への通知は 選挙管理委員名で 行な 

われる。 

運営委員選挙施行細則 

第 1 条 本 細則は会則に 定められた運営委員の 選出に関する 手続きであ る。 

第 2 条 ( 会長の場合と 同じ一省略 ) 

第 3 条 選挙は正会員および 学生会員の 14 名連記無記名投票によって 行な       

    投票用紙は選挙管理委員会所定のものに 限り所定の期日までに 到着するよう 郵送 
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されなければならない。 

    投票は 14 名連記とし、 被 投票者の姓名を 明記すること、 ただし、 同姓同名の被選 

挙人が 2 名もしくはそれ 以上あ る場合は、 住所，所属機関名などを 付記すること。 

第 4 条 第 3 条に従って記載された 投票を有効とする。 その他の有効・ 無効についての 決 

定は選挙管理委員の 協議によって 行う。 

第 5 条 当選者は得票数の 冬 のもの 14 名とする。 ただし、 得票数で上位 14 番目までに同数 

投票数があ り、 その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が 15 あ るいは、 

それを越える 場合は下位の 同数得票数について 選挙管理委員の 抽選に よ り当選者 

を 決定する。 

第 6 条 会長が運営委員 よ り選ばれた場合は 次点者をくりあ げる 

10 ． ( 会長の場合と 同じ一省略 ) 
  

日本発生生物学会ホームページ 委員会細則 

第 1 条 木 細則は学会のホームページ 委員会 ( 以下士 廿 委員会 ) に関する規則であ る。 

第 2 条 HP 委員会の委員は 次の通りとする。 

1, 学会事務局幹事長、 庶務幹事、 会計幹事。 

2. 会員の中から 会長によって 委嘱された若干 名 。 

第 3 条 第 2 条 2 による委員の 任期は 2 年とする。 但し重任を妨げない。 

第 4 条 HP 委員会の委員長は 委員の互選によって 決定する。 

第 5 条 HlP 委員会は以下の 業務を行う。 

l . HP の設置。 

2. HP の更新及び HP 掲載希望情報の 受け付け。 

3. 不適切な情報の 削除。 
  
4. その他 HP 委員会において 必要と認められた 業務。 

第 6 条 HlP 委員会の活動は 定期的に会長及び 運営委員会に 報告、 審議されるものとする。 

第 7 条 不 規則は平成 1 1 年 5 月 2 8 日 よ り発効する。 
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団 ジーン先生、 勝磨 先生の位相差顕微鏡の 三崎臨海実験所 
での永久保存に 関するお願い 

この顕微鏡は 現在， 団勝磨 先生が生前に 東京・本郷の 浜野顕微鏡店の 浜野一郎氏に 管理依 

頼され、 同氏のご努力に よ り ， よ く整備され，現在でも 十分に使用できる 状態にあ ります。 

皆様もよくご 存じの通り，この Bausch&Lomb 社の世界で最初の 試作第一号機位相差顕微 

鏡は 、 戦後ジーン先生がウ ソズ ホール臨海実験所を 訪ねられた時、 アメリカの研究者の 尽 

力 で寄贈され、 勝 庭先生へのみやげとして 日本に持ち帰られました。 ジーン先生による 精 

子先体反応の 発見や勝 磨 先生の分裂装置に 関する一連の 研究、 遠藤善之先生、 岡崎事代先 

生らの受精・ 発生に関する 研究を可能にした 生物学史上きわめて 重要な顕微鏡です。 また， 

オリンパス、 千代田、 日本光学などの 日本の顕微鏡 メ 一ヵ 一が ，これをモデルにして 位相 

差顕微鏡を製作したことも 有名です。 私たちはこの 位相差顕微鏡をめかりの 地であ る三略     

臨海実験所に 永久保存し 団 ジーン、 勝磨 前先生の功績を 後世の学徒に 伝えたいと考えて 

おります。 そのためには 単に保存するだけでなく ， しっかりとしたケースに 入れて実験所 

の図書室等で 研究成果 や エピソードとともに 展示し訪れる 学生や研究者に 常時展覧 し 

時には検鏡できる 状態を維持することが 必要です。 また毎年，顕微鏡のクリーニンバ ，調 

整等も実施する 必要があ ります。 にれは浜野氏に 依頼できるものと 考えております。 ) そ 

のため，顕微鏡を 安全にかつ永く 確保できる仕様のケースとテーブル ，若干のポスターパ 

ネルの製作・ 購入費用、 そして毎年の 調整費用にあ てるため，趣旨にご 賛成いただける 

方々からご芳志を 集めさせていただきたく 思います。 このⅡ 平 びかけは日本発生生物学会、 

日本動物学会、 日本木 m 胎生物学会の 会員の皆様、 その他関係者の 方々に行っております。 

一口 3 千円で募金をいたしますので ， ご 協力を心からお 願いいたします。 ご 芳志を以下の 

口座に郵便為替にてご 送金頂ければ 幸甚に存じます。 

  

呼びかけ八代表 平本幸男 口座 : 横浜銀行姉崎支店 ( 店番号 5 5 1) ( 普通 ) 1 I 3 3 7 9 6 

名義 : ジーン先生顕微鏡基金 

呼びかけ 人 ( あ い う えお 順 ) 

雨宮昭南、 池田満里子、 石川 統 、 磯野面 秀 、 井上信也、 上村伊佐 緒 、 岡 良隆 ( 会計 ) 、 岡 

田 益吉 、 久保田宏、 黒岩 常祥 、 酒井 彦一 、 佐藤英 美 、 嶋昭紘 、 田中省二、 固まりな、 根本 

心一、 萩原泰子、 東中川 徹 、 平本幸男 ( 呼びかけ八代表 ) 、 星 元紀、 松田良一 ( 庶務 ) 、 馬 

洲一誠 ( 庶務 ) 、 丸山工作、 三木雅子、 毛利秀雄、 守隆夫、 森沢正昭、 安 増 郁夫、 柳町隆造 
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ライフサイエンス 及び宇宙医学分野の 国際宇宙ステーショ 
ン等利用研究テーマ 1 9 9 9 年国際公募のご 案内 

日 、 米、 欧、 加、 露によって建設される 国際宇宙ステーションは、 昨年度 よ り細 工 が開始 

されました。 これに伴い、 ライフサイェンス 及び宇宙医学研究分野において、 スペース、 ン 

ャ トル実験を含む 宇宙ステーション 利用研究テーマを 国際公募いたします。 これは国際宇 

宙ステーション 計画に参加する 各機関の実験装置等を 効率的に相互利用し、 最大の科学的 

成果を得ることを 目的とします。 

この公募には、 国際宇宙ステーション 参加国の関係機関 (NASDA 、 NASA 、 ESA 、 

CSA 、 CNES 、 DLR  ( 注 )) が参加しています。 公募の対象となるのは、 ライフサ 

/ エンス及び宇宙医学分野 ( 以下、 国際的な定義に 基づき、 単に「ライフサイエンス」と 

称する ) に関する宇宙実験テーマです。 実施時期は 2003 年中頃 から国際宇宙ステーショ 

ンの組立完了までの 期間を対象とします。 提案者は上記参加機関から 今回の国際公募に 提 

供される実験装置のいずれかを 利用した実験を 提案することができます。 以下の事項をご   

勘案の上、 奮って応募下さい。 

[ 国際公募制度の 概要 ] 

●応募資格 

1) 提案する研究内容を 適切に実施できる 能力を有していること。 

2) NASDA の業務委託 先 であ る ( 財 ) 日本宇宙フォーラム ( 以下、 J SF と称する ) 

との研究契約締結が 可能であ ること。 

米 応募者の国籍、 所属機関の所在地 ( 国内外 ) は問いません。 ただし、 国外の機関からの 

提案の実施に 係る費用を、 NASDA が負担することはあ りません。 

， Ⅰ国際公募対象… 2003 年中旬から国際宇宙ステーションの 組立完了までに 行われるライ 

フサイェンス 分野の宇宙実験の 提案を対象とします。 宇宙ステーション ( 日本の実験モジ 

ュールを含む ) 利用の他に、 スペースシャトル 等の利用も含まれます。 

●実験装置…今回の 国際公募に参加する 各機関 (NASDA 、 NASA 、 ESA 、 CNES 、 DLR) 

が 国際公募に提供した 装置のいずれかを 利用する宇宙実験テーマを 募集します。 

●応募受付期間 

募集案内発出 :  平成 1 1 年 8 月 3 0 日から 

仮 申し込み ( 圧 tterofIn ね nt) メ切 : 平成 1 1 年 1 0 月 1 日 

応募書類国内 メ切     平成 1 1 年 1 1 月 1 日 (J SF 内 ライフサ ィェ ンス国際公募事務局 泌 、 

着 ) 
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●選定…受付機関による 予備選考、 参加各機関の 研究者から構成される 国際評価パネルに 

よ る科学評価、 装置提供機関及び 利用側の機関が 中心となる技術 ( 搭載性 ) 評価、 参加各 

機関の方針に 基づく再評価と 優先順位付けが 行われます。 国際会合での 審議，承認，を 経て 、 

宇宙実験候補テーマが 選定されます ( 平成 1 2 年 5 月予定 ) 。 

●研究実施形態…詳しくは 募集案内をご 覧下さい。 

●予算…研究に 係る予算は提案者の 所属機関と NASDA  (I SF) が調整し、 予算要求 

を含め平成 1 2 年度以降に予算処置を 行います。 

[ 提案善作成講習会など ] 

提案書の表現、 構成を改善するための 提案善作成講習会および 添削を計画しておりま 

す。 

[ 問い合わせ先 ]   
財団法人日本宇宙フォーラム (JAPANSPACEFORUM) 

公募研究推進部内 ライフサ ィェ ンス国際公募事務局 担当     福井・山中 

電話 :  0  3  一 3  4  5  9  一 1  6  5  3  F  A  X  :  0  3  一 5  4  7  0  一 8  4  2  6 

U@R@L@ :@http://www ・ homepage ・ co ・ jp/jsforum E-mail@ :@ life@jsforum ・ or ・ jp 

上記各事項の 詳細については 現在検討中であ り、 8 月 3 0 日以降に詳細な 募集案内等を 

上記ホームページに 掲載いたします。 

注 ) NASDA : 宇宙開発事業団、 NASA : アメリカ航空宇宙局、 ESA : 欧州宇宙 機 

関 、 CSA : カナダ宇宙 庁 、 CNES : フランス国立宇宙研究センター、 DLR : ドイツ 

航空宇宙センター 

  

第 4 9 回 科学講演会の 御案内 

『 1 9 9 7 年にクローン 羊 「ドリー」が 誕生し、 " クローン八町の 可能性が示唆されたこ 

とから注目を 浴びて以来、 動物の細胞や 臓器を人間の 病気の治療に 利用する「異種移植」 

の臨床応用への 動き、 細胞から移植用組織をつくる「再生治療」の 可能性、 細胞核一個 か 
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らの臓器再生や 拒絶反応が起きない 細胞移植法といった 近未来的ニュースが 矢継ぎばやに 

発表されています。 これらは急激に 発展した生命科学分野における 研究成果の一部であ り、 

2 1 世紀は「生命科学の 時代」といわれています。 

今回、 これら生命科学分野の 研究を先導され、 斯界の権 威であ られるお二人の 先生をお 招 

きして、 最先端の話を 分かりやすくお 話していただくこととしました。 

動物の発生過程は 遺伝的にプロバラムされており、 どの部位が何になるか 運命付けられて 

いると考えられていましたが、 新しく発見された 誘導物質を用いると、 細胞の運命を 変え 

ることができ、 各種臓器・器官、 組織を自由に 作り出せるようになりました。 そのことで 

何がわかり、 どのような可能性が 見出されたのかについて、 また、 人間にとって 重要な 器 

官 であ る脳がどの様な 分子・細胞メカニズムで 作られ、 高度な機能を 獲得するのかにふれ 

ながら、 脳 研究の今後の 展望をお話していただきます。 
  

本 講演会は、 今後の生命科学研究の 動向を理解する 上で必ず役立つと 考えています。 御期 

待 ください。 』 

とき : 平成 1 1 年 9 月 2 2 日 ( 水 )  開演 1 8 時 0 0 分 終演 2 0 時 4 5 分 

ところ : 有楽町朝日ホール ( 有楽町マリオン 1 1 階 ) 

東京都千代田区有楽町 2-5-l (JR 有楽町駅双 ) 

テーマ : " よくわかる生命科学の 新しい 展那 

1. クローン生物と 臓器形成の現在 東京大学大学院総合分化研究科教授 法島誠 

11. 脳 と神経の働きに 挑む 東京大学医化学研究所教授 

理化学研究が 月 ぬ 神制 " 合 研究センタ L 発生・別冊 究 グループディレクター 御子 柴 克彦 

その他 : 入場無料、 予約の必要はあ りません。 

  定員 6 3 8 名 ( 当日会場先着順・ 開場 : 1 7 時 3 0 分 ) 

御 来聴の方には、 後日講演記録を 進呈いたします。 

主催 : 東レ科学振興会 

後援 : 日本動物学会・ 日本発生生物学会・ 日本生化学会 

問い合わせ先 : 財団法人 東レ科学振興会 

〒 2 7 9  干葉県浦安市美浜 1-8-1 ( 東レビル )  TEL  0 4 7 一 3 5 0 一 6 1 0 3 
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第 ] 6 回 ( 財 ) 加藤記念バイオ サ イェンス研究振興財団 公 
開 シンポジウム「 2 1 世紀のバイオインダストリ 一の展望」 

主催     ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

後援     科学技術庁、 厚生省 

日時 : 平成 1 1 年 1 0 月 1 6 日 ( 土 ) 1 2 : 5 0 一 1 8 : 0 0 

会場 : 経団連木一ル ( 東京都千代田区大手町 ) 

地下鉄大手町下車 l 分 TEL03-3279-1411 

オーガナイザー : 香川靖雄 ( 女子栄養大学副学長 ) 

別府輝彦 ( 日本大学生物資源科学部教授 ) 

プロバラム     

「挨拶」中村 寛 2 助 ( 財団理事長 ) 

「はじめに」香川 @ 雄 

1 . 微生物が 拓く 2 1 世紀のバイオテクノロジ 一 

別府輝彦 ( 日本大学生物資源科学部教授 ) 

2. 2 1 世紀の創薬における 微生物の役割 

大村智 比里 研究所所長 ) 

3@ ・ Agricultural@biotechnology@in@the@21st@century   

Mr.RobertL.Harness(Director,Monsanto  Co.) 

4. 2 1 世紀のゲノム 医学 中村祐輔 ( 東京大学医科学研究所教授 ) 

5. 2 1 世紀の医療 香川靖雄 ( 女子栄養大学副学長 ) 

6. 総合討論 香川 l 靖雄、 別府輝彦 

参加方法 : 参加費無料。 はがき又は FAX にて住所・氏名・ 所属・電話番号を 明記の 3 ヰ 

下記へお申し 込みください。 参加証をお送り い たします。 但し、 定員 (4 2 0 

客 ) になり次第締め 切ります。 

申込締切     1 0 月 6 日 

申込先     ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

〒 194-8533 町田市旭町 3-6-6  Tel042-725-2576  Fax042-722-8614 
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千里ライフサイェンスシンポジウム 
「脳の幹細胞 一 脳の再生医学への 道一」 

日時 平成 1 1 年 1 1 月 1 6 日 ( 火 ) 午前 1 0 時 一 午後 5 時 

場所 千里ライフサイェンスセンタービル 5 階ライフホール 

( 地下鉄御堂筋線千里中央駅北ロ すぐ ) 

大阪府豊中市新千里東町 1 一 4 一 2 

主催 財団法人千里ライフサイエンス 振興財団 

協賛 株式会社千里ライフサイェンスセンター 

コーディネータ 大阪大学大学院医学系研究科教授 岡野末 之 

プロバラム 

ん はじめに 岡野 栄之 

2. 神経幹細胞の 同定とその神経疾患への 応用 岡野末 之 

3. 成熟動物における 神経幹細胞の 再生 - 分化転換と網膜再生 - 理化学研究所脳科学総合 

研究センターチームリーダー 梶原一人 

    神経幹細胞の 発生，分化・ 再生 東京大学大学院医学系研究科助教授 中福 雅人 

5. ラット海馬由来神経系幹細胞の 分離，培養と 神経分化過程の 解析 京都大学大学院医 

字研究科助手 高橋 淳 

6. 成体幹細胞を 用いたド ー パミン作動性ニューロン 分化機構の解析 協和発酵工業 ( 株 ) 

東京研究所研究員 桜田一洋 

7. パーキンソン 病に対する神経移植再生療法 岡山大学医学部助手 伊達 勲 

8. おわりに 岡野末玄 

参加費 ( 講演要旨 集 含む ) 

会員 ( 大学、 公官庁、 賛助会員 )     6, 0 0 0 円 

非会員     8. 0 0 0 円 

学生     3, 0 0 0 円 

定員 3 0 0 名 

参加申し込み 方法 ! 氏名、 " 勤務先、 所属、 役職名、 所在地、 〒、 電話、 FAX 番号を明 

記の上、 郵便または FAX で下記 宛 お申し込みください。 参加費は申し 込み後に大和銀行千 

里中央支店普通預金 N0.4601085 財団法人千里ライフサイエンス 振興財団口座 宛 お振込くだ 

さい。 なお振込の際、 振込者名の前に S 9 と御記入ください。 ご 送金確認次第、 領収書兼 

参加証を送付いたします。 

申込先 ( 財 ) 千里ライフサイエンス 振興財団 シンポジウム 係 

〒 565-0082  大阪府豊中市新千里東町 1-4-2 千里ライフサ ィェ ンスセンタービル 8 階 

tel ， (06)6873-2001 ， fax ・ (06)6873-2002 E-mail:《enrilsf@commercecity ， or ・ Jp @@ : B@H: 
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第 ] 4 回「大学と科学」公開シンポジウム 
セッション 名 「生殖細胞 : その誕生と振る 舞い」 

開催日 平成 1 1 年 1 1 同 2 7 日 ( 土 L 、 2 8 日 ( 日 ) 

場所 朝日ホール ( 東京 ) 

平成 l M 年 l 1 月 2 7 日 H 土 ) 

A. 挨拶 (1 0 : 0 0 一 1 0 : 1 0)  ( 組織委員・文部省 ) 

ま さ ざまな生物で 生殖細胞が作られる 仕組み (1 0 : 1 0 一 1 5 : 0 0) 
司会 岩手女子看護短期大学教授 小川英行   

1. 酵母に見る生殖細胞の 起源 東京大学大学院理学系研究科教授 山本正幸 

2. プラナリア全能性細胞から 生殖細胞への 分化 姫路工業大学理学部教授 渡辺憲二 

3. 線虫 における生殖細胞の 形成 東京大学大学院理学系研究科助手 杉本亜砂子 

質議 応答 

昼食 (1 2 : 0 0 一 1 3 : 1 5) 

司会 東京工業大学生命理工学部教授 岸本健 雄 

4. ショウジョウバエにおける 生殖細胞の形成 筑波大学生物学系講師 小林 悟 

5. カエルの卵に 見る減数分裂の 原理 九州大学理学部教授 位万劫 幸 

6. 魚類における 卵 と精子のできる 仕組み 

岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所所長 長 濱 嘉章 

質議 応答 

休憩 (1 5 : 0 0 一 1 5 : 1 5) 

C. 生殖細胞の特質 (1 5 : 1 5 一 1 7 : 0 0) 

司会 愛知淑徳大学文学部教授 堀田康雄 

1, 植物における 生殖細胞形成 京都大学大学院理学研究科教授 岡田清孝 

2. 個性を生み出す 遺伝的組換えの 仕組み 国立遺伝学研究所教授 小川 @ 子 

3. 生物細胞はなぜ 不老不死 か 東京工業大学生命理工学部教授 石川冬木 

質疑応答 

平成 1 1 年 1 1 月 2 8 日 ( 日 ) 

D. 哺宇し 動物の生殖細胞と 細胞工学 (1 0      0 0-1 2 : 2 0) 

司会 熊本大学理学部教授 安部員一 
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1. マウス始原生殖細胞の 発生 

大阪府母子保健総合医療センター 研究所部長 松居靖人 

2. マウスにおける 精子形成の機構 大阪大学微生物柄研究所長 西宗 吉武 

3. マウスにおける 雌雄生殖細胞の 発生と分化 

京都大学再生医科学研究所教授 中江愚夫 

4. 休 み m 胞を操作してクローン 牛を作る 近畿大学農学部教授 角田幸雄 

質疑応答 

昼食 (1 2 : 2 0 一 1 3     3  0) 

E. 特別講演 1 (13 : 30 一 14 : 15) 

司会 筑波大学名誉教授 岡田祐吉 

「マウスにおける 体 mm 胞 核の生殖 &11 胞への移植」 ( 仮題 ) 
  

ハワイ大学医学部教授 Wp 日工 肯 官道 

F. 特別講演 11 (1 4 : 1 5 一 1 5 : 0 0) 

司会 岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所所長 毛利秀雄 

「生殖細胞研究と 社会」 三菱化学生命科学研究所室長 米本昌平 

休憩 1 (1 5 : 0 0 一 1 5 : 1 5) 

G. パネルデイスカッション (1 5 : 1 5 一 1 6 : 4 5) 

司会 岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所室長 長漬嘉幸 

東京大学大学院理学系研究科教授 山本正幸 

パネリスト 近畿大学農学部教授 角田幸雄 

山形大学医学部教授 廣井 正彦 

岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所所長 毛利秀雄 

ハワイ大学医学部教授 柳町 龍造 

三菱化学生命科学研究所室長 米本昌平 

一 39 



所
 
)
 
住
 
(
 

-
 
丁
 

 
 
属
 
所
 
 
 

 
 

 
 

佐藤 玄 広島県組織再生プロジ エ 739-0046 東広島市鏡山㌻ l0 Ⅱ 2 
クト 

Cabrera  東工大・生命理工 226 ㍉ 50@  横浜市緑区長津田 4259 
Jocelyn 

金井克男 東京大学大学院農学生 ll3-0032 文京区弥生 @@l 
命 研究科獣医解剖 

勝蔵 由樹 石巻専修大学理工学部 986-8580 石巻市 南境 新水戸Ⅰ 
生物生産工学科 
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粟崎 健 基礎生物学研究所細胞 444-8585 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 
増殖 

黄 振事                                     三島市谷田ⅡⅡ 
工学 

  ①テーマ・② 材 # わ 

①再生学 

②ラット肝細胞 

①プラナリア 生殖様式転換に 関する研究 

②リュウキュウナ ミウ ズムシ 

①生殖腺発生・ 性分化・精子発生 

②マウス 

①形態形成 

②カイウ ミ ヒドラ 
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生殖細胞 形 

①神経発生学 

② Drosophi@a 

①マウス胎児生殖細胞の 体外培養，遺伝子 
導入と動物個体の 再構築方法の 研究 
②マウス 

  

  

同苗政宏 奈良先端科学技術大学 630 Ⅱ l0l ①発生過程における 遺伝子発現調節・ 校マ ト 
院 大学バイオ サ イェン ス リツウスと 遺伝子発現 
研究科 

②マウス 

小坂泰弘 帝京大学・ 薬 l99-0l95 神奈川県津久井郡相模湖町 寸 の ニワトリ 皮 席に発現する ホメオポ ・ ソ クス遺伝 
沢嵐 @09l-l 子 

② _ ワトリ 

友成さゆり 徳島大学工学部生物工 77 叶 8506 徳島市南 常 三島町 2-l ①脊椎動物の 形態形成 
学科 

②ニワトリ 

井上淑子 徳島大学工学部生物工 770 Ⅱ 506 徳島市南学姉島町 2-l 
学科 

平本正輝 国立遺伝学研究所 4li-8540 三島市谷田ⅡⅡ 

Darras 東 エ 大・生命理工 226 円 50@  横浜市緑区長津田 4259 
Sebasten 

全子優子 電子技術総合研究所 超 305 Ⅱ 568 つくば市梅圃 @@4 
分子部 

乳汁誠一郎キッセイ 薬品工業 ( 株 ) 時 Ⅱ 2 廿 002 文京区小石川 3-l Ⅱ 
床 開発部第 l 室第 2 課 

①節足動物の 形態形成 

② フ タホ シコ オロギ 

①神経発生 

の NeuraltiSsuoformati0ninasCidian   

②マ ホ ヤ 

の イモリ網膜再生 

② アか Ⅹライモリ 

作
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酒巻柏 弘 京都大学ウイルス 研究 606-8507 京都市左京区聖 護 院川原町 ①細胞死 
所 

②マウス 

楠田 聡 北海道立水産神化 場 06@l433 恵庭市 北 柏木 3 Ⅱ 73 ①魚類発生生理 

②ニジマス・サケ・キンギョ 

中尾一和 京都大学大学院医学 所 608-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 ①ヒト粗織の 発生分化・再生 
空 科 

三戸太郎 東京大学大学院理学系 ll3-0033 文京区本郷 7- ㌻ l ① 軒 反動物の発生と 進化 
研究科地質学専攻 

② チビ イトマキヒトデ・ニッポン ウミシダ 

北野 健 熊本水産研究センター 869 Ⅱ 603 天草郡矢野町中 2450 Ⅰ ①性分化 

②ヒラメ (Paralichthysoliba 。 eus) 

南 真樹 東京大学分子細胞生物 ll3 口 032 文京区弥生 @@l ①ショウジョウバエの 翅を形 f る パターン形成 
学 研究所 遺伝子群の解析 

② Drosoph № melanogast 鈍 

石関清人 岩手医科大学・ 画学部・ 020 Ⅱ 505 盛岡市中央 道 @ ㌻ 27 の 軟骨細胞の培養 
口腔解剖 

②マウスメッケル 軟骨細胞 

菅野雅元 広島大学医学部免疫学 734 Ⅱ 55l 広島市南区 霞 @2 Ⅱ ① Poo か ccom ゎ 遺伝子群の機能 

寄生虫 学 
②マウス 

笹川一郎 日本歯科大学新潟画学 95@8580 新潟市況消灯 @8 ①脊椎動物の 比較発生 
部 口腔解剖教室 

②サメエイ類、 真骨魚類，布屋両生類、 アリ 

ゲータニオッ ポサム 

山崎英俊 鳥取大学医学部生命科 683 Ⅱ 503 米子市西町 86 
学科・免疫学 

立花神別 東京工業大学生命理工 227 Ⅱ 50l 横浜市緑区長津田町 4259 
学部生体機構学科 

荻野由紀子 久留米大学先端癌研究 83 い 00tl 久留米市旭町 67 ①脊椎動物における 薬物応答の分子メカニズ 
センター 

  
ム の解析 
②マウス・メダカ・ ゼ フラフィッシュ 

@) 上田こずえ 広島大学大学院理学研 739 Ⅱ 526 東広島市鏡山 @3-l ①細胞分裂 
究科 生物科学専攻 

② H 。 ㎏細胞 

@) 小蕪芳男 理化学研究所 305%074 つくば市高野台 3 円円 ①神経発生 

②アフリ かソ メガエル 

@) 藤木質 広 京都大学医学研究科 分 606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 ①造血発生 
子道伝学教室 

② Es 細胞 

@) 飯島 実 東京大学大学院理学系 ll3 り 033 文京区本郷 7 Ⅱ -l ①細胞間相互作用 
研究科生物科学専攻 

② 輯 虎動物間ウ二把 

( 掛矢嶋 伊 知明東北大学大学院理学研 980-0578 仙台市青葉区荒巻 字 青葉 ①色素細胞の 発生システムとその 進化 
究 利生物科学専攻 

②ハツカネズミマ ホ ヤ 
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件 ) 金谷直子 り下 生命 誌 研究 館 ( 大阪 569-ll25 高槻市柴灯 @l 
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② ゼ フラフィツシュ 

①発生遺伝学 

② Dros0phila 

①発生生物学・ 細胞周期 

②アフリ かツ メガエル 

の中軸骨格の 都城 化 

②ニワトリ・ウズラ 

①性分 t ヒ ・精巣形成機構の 解明 

② EGFPtransgene 毛 mouss 

①脊索動物門の 初期発生 
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( 制堀 幸子 京都大学薬学部遺伝子 606-8304 京都市左京区吉田下町 達町 46- ①Ⅰ GFs( 繊維芽細胞増殖因子フアミリ 一 ) の 
薬学講座 29 形態形成における 役割 

②繊維芽細胞増殖因子㎝ brobrastgro ℡ h 
factor:@ FGF) 

( 掛 錦木勝也 筑波大学バイオシステム 305 Ⅱ 572 つくば市天王台 @@l ①細胞性粘菌の 配偶子間相互作用に 関わる 
研究科 研究 

②細胞性粘菌 D ね tyostelium  discoideum 

@) 田村千恵 熊木大学理学部生物科 860 Ⅱ 555 熊本市黒髪 2 Ⅱ 9-l 
学科生体機能 学 詰座 

@) 遠矢同作 九州大学理学部生物学 8l2-858l 福岡市東区箱 崎 6-l 叶 l 
科 

@) 乗 敏宏 筑波大学生物科学研究 305-8572 つくば市天王台 l-l-l 
科 

件 @  中谷雅明                                   236-0004  横浜市金沢区福浦 3-9 
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( 制 岡本健吾 九州大学理学部生物学 8l2-858l 福岡市東区箱 崎 6-l0-l 
科 

①初期発生における 細胞周期制御 

②アフリカツメガエル 

( 判 栗山 正 関西学院大学 西宮市上 ケ原 @@l55 の脳の初期発生 

 
 

 
 
 
  
 

  



@) 井口尚子 大阪大学地所動物実験 565-087l 吹田市山田 丘 3-l 
字 

@) 森 一夫 琉球大学理学部物質地 90 Ⅰ 0l29 沖縄県西原町 字 千原 l 
球 科学科物理系光学研 
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@) 牛田奈緒子 東大分生所 文京区弥生 l-l-l 

俘 ) 川嶋 貴治 神戸大学大学院自然 村 657 Ⅱ 50l 神戸市灘区 六中 台町 @t 
学 研究科 

( 掛 滋 野修一 岡山大学理学部付属 臨 70@4303 邑久郡牛窓町 鹿思 はい t7 
海 実験所 

@) 石村昭彦 新潟大学理学部生物科 950-2l8l 新潟市五十嵐 ニ / 町 8050 

@) 竹内雄貴 基礎生物学研究所形態 444 づ 867 岡崎市明大寺町中西郷 中 38 
形成研究部門 

件 ) 松野元美 国立遺伝学研究所 4ll-8540 三島市谷田ⅡⅡ 

($) 藤井秀文 鹿児島大学理工学研究 890-0065 鹿児島市部 元 2 
科 

( 判 工藤久 智 東京工業大学生命理工 226 Ⅱ 50l 横浜市緑区長津田町 4259 
学 研究科生命情報専攻 

($) 須藤英文 千葉大学・ ミ ・発生生物 干葉市中央区女車 @8-l 

@) 藤田 律 京都大学理学部 

く 退会 ノ 

中津 武 
植竹由美 
同声 清 
金谷一司 
市村美保 

②アフリカツメガエル 

①精子形態形成 

②マウス 

①老化への物理的アプローチ 

②植物 

② ゼ フラフィッシュ 

①ウニ Q ストリノ グ 結合タンパク 質の機能解析 

② バ フンウ ニ 

①ショウジョウバエ 翅の / く ターン形成 
②ショウジョウバエ 

①鳥類の発生工学 
  

② 二 ワト WGallusdomesUcus) 

① 脳 発生様式の多様性と 収束進化・頭足類 
の 器官形成 

②頭足類 

①神経系の形態形成 

② Orosophilame@anogaster 

① 骨 形成 

② ゼ フラフィツシュ 

田中澄子 沢田 健 山野恵祐 立花札 則 
早坂直人 斧 芳江 猪又 顕 足立 た 
荒川伴子 森田美芳子 池田理化 共 達理工 
林 基治 石井 衛 岸本明子 高楠優子 
田中正史 金子 M 未 水谷晃子 

  

柳澤尚武 
秋葉栄治 
Darszon Albe は。 

久保田宏 
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く 会見資格変更 ノ 

学生～正会員 

永井建治 理化学研究所ライフサイェンス 筑波研究セン 305%074 

タ 一分子神経生物学研究室 

坂本信之 ( 株 ) 生命 誌 研究 館 569-1125 

加納 聖 岩手大学農学部獣医学科家畜解剖講座 020-8550 

川辺祥子 国立小児病院小児医療研究センター 小児 薬 t54 Ⅱ 509 
理研究部 

小川麻里 慶席 義塾大学生物教室 223 一 852l 

木村 淳 東北大学加齢医学研究所分子神経研究分野 980 円 575 

佐藤ゆたか 京都大学大学院理学研究科動物学専攻分子 606 円 502 
発生生物学研究室 

永野 ( 大迫 ) 麗子 国立感染症研究所獣医科学部実験動物開発 l62 づ 640 

    ・ 倉 晩唐 コスモ・バイオ ( 株 ) 開発部 ね 5-00i6 

和田修一 東京都立大学大学院理学研究科生物科学専 l92 Ⅱ 397 
攻 発生プロバラム 研究室 

遠藤哲也 広島県産業科学技術研究所広島県組織再生 739-0046 
プロジェクト 
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国内 つ 海外 

山崎由起子 Dept ， of、natomy‖nd Reproductive 5ology ． 

Sch ， of@Med   . Univ ・ of？awa! at Manoa 

高橋俊雄 Dept ， Developmental‖nd，ell。iology, Univ ． of 

Cali   ornia 

川上泰彦 c/o゛uan，arlos ， Izpisua。elmonte ， Gene 

ExpresGon@ Lab ， 

尾身 実 Dept ． of@Cell@and@Molecular@Biology ， Tulane 

Univ. 

海外 4 国内 

若松義雄 東北大学大学院医学系研究科細胞生物学講 980-8575 
度器官構築学分野 
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く 所属機関変更 ノ 

田沢大五郎 神奈川大学総合理学研究所 259-1293 

田中 昔 東京大学大学院農学生命科学研究科応用 動 35@0ll4 
物 科学専攻細胞生化学研究室 

平田たっ み 国立遺伝学研究所脳機能研究部門 411-8540 

能瀬聡直 東京大学理学部物理学科 113-0033 

栗崎 如法 東京都臨床医学総合研究所細胞生物学研究Ⅱ 3-86% 
部門 

つくば市高野台 3 ⅡⅡ 

高槻市柴灯 @l 

盛岡市上田㌻ l8 Ⅱ 

世田谷区大子 堂 3 Ⅱ 5 Ⅱ l 

横浜市港北区日吉 4-t-l 

仙台市青葉区 星陵町 4-l 

京都市左京区北白川追分町 

新宿区声山 @23-l 

江東区東陽 2 ⅠⅠ 0 

八王子市南大沢 @l 

東広島市鏡山 3-l0-32 

小平市小川東町 4 Ⅱ 日 

AuxH 巨け S8w 下 es. l95l 

珪 s 卜 West Rd ‥ Hon0 円山・ Hl 
96822. U.S.A. 

Hans@ Bode@ Lab ， (R ． 4103. 

BS11) ， lrvine ， CA@92697   
U ， S ・ A ， 

10010@North@Torrey@Pines 
Rd   ， La゛olla ， CA・   

2000@ Persival@ Stem@ Hall ， 

6400Freret@St ． , New Orl   an@   
LA  70ll8. U.S.A   

仙台市青葉区皇陵 2 円 

岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

平塚市土屋 2946 

文京区弥生 l-@-l 

三島市谷田ⅡⅡ 

文京区本郷 7 Ⅱ 円 

文京区本郷㌻ l8 イ 2 
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多田 高 

藤森俊彦 

丹羽勝利 

沼 宮内陸 晴 

富樫 伸 

小阪 美津子 

太田川正 

小轄 a  博之 

永野 ( 大迫 ) 鹿子 

高楠 雄 

_ 胎生昌孝 

澤田篤志 

新屋みのり 

坂口 拓哉 

神藤 智子 

野呂 知 巾子 

光永敬子 

種田 保穂 

前田美香 

中江裕樹 

高倉晩唐 

鈴木 操 

荒井克俊 

吉岡秀文 

田中 耳 笘 

和田修一 

遠藤哲也 

伊藤美紀子 

斎藤麻衣 

恒川直樹 

国立遺伝研究所発生工学 411-8540 

京都大学大学院医学研究科病理系腫瘍生物 606-850l 
字講座 

科学技術振興事業団近藤誘導分化プロ、 ジェ ウ 606-8305 
  

青森大学工学部生物工学科 755 一 8505 

北 T 大学理学部生物科学科分子発生学講座 228-8555 

( 財 ) 倉敷成人病センター 医科学研究所 7l0-8522 

熊本大学大学院医学研究科神経分化学講座 860-08tl 

徳島大学医学部動物実験施設 770 一 8503 

国立感染症研究所獣医科学部実験動物開発 l62-8640 

国立医薬品食品衛生研究所毒性部第 4 室 @58-850l 

水産庁養殖研究所玉城分室細胞工学研究室 5l9-0423 

国立遺伝学研究所初期発生部門 4ll 一 t8540 

国立遺伝学研究所初期発生部門 4ll 一 f8540 

国立遺伝学研究所初期発生部門 4tl 一 i8540 

国立遺伝学研究所初期発生部門 4t l-8540 

理化学研究所ライフサイェンス 筑波研究セン 305 印 074 
タ一実験動物開発室 

広島大学理学部数理分子生命理学専攻分子 739 Ⅱ 526 
遺伝学研究室 

横浜国立大学教育人間科学部生物学教室 240-850l 

東北大学加齢医学研究所分子発生研究分野 980 づ 575 

( 株 ) 日立製作所中央研究所バイオシステム l85 Ⅱ 60l 
研究室 

コスモ・バイオ ( 株 ) 開発部 帖 5 一 00l6 

熊本大学動物資源開発研究センター 技術 開 860 印 8ll 
発 分野 

北海道大学水産学部育種培養学講座 04l-8611 

兵庫教育大学自然系生物 673 一 --l494 

大阪府立母子保健総合医療センター 研究所 594-l@0t 
病因病態部門 

東京都立大学大学院理学研究科生物科学専 l92 り 397 
攻 発生プロバラム 研究室 

広島県産業科学技術研究所広島県組織再生 739 づ 046 
プロジェクト 

徳島大学医学部栄養化学教室 770-8503 

国立精神・神経センター 神経研究所遺伝子工 l87 Ⅱ 502 
学部 

三菱化学生命科学研究所分子生殖発生 l94-85ll 

三島市谷田ⅡⅡ 

京都市左京区吉田近衛 町 

京都市左京区吉田河原町 l4 
近畿地方発明センターピル 

青森 市幸畑 2 Ⅱ 円 

相模原市北 1@l5-l 

倉敷市白菜 町 250 

熊本市本荘 2 ⅠⅡ 

徳島市蔵 本町 3 Ⅱ 8 円 5 

新宿区月山 @23 Ⅱ 

世田谷区上用賀 @t8 円 

三重県度会郡王城町尽日 
224 Ⅱ 

三后 市 谷田ⅡⅡ 

三島市谷田ⅡⅡ 

三島市谷田ⅡⅡ 

三島市谷田ⅡⅡ 

つくば市高野台 3 円 -l 

東広島市鏡山 l   3-l 

横浜市保土ケ 谷区常磐 台 
79-2 

仙台市青葉区皇陵 町 4-l 

国分寺市東恋ケ 窪 l-280 

江東区東陽 2-2-20 

熊本市本荘 2-2-l 

函館市港町 3-l-l 

兵庫県加東都社町正久米 
942 一 l 

和泉市室堂 町 840 

八王子市南大沢 l-l 

東広島市鏡山 3-l0-32 

徳島市蔵 本町 3-l8-l5 

小平市小川東町 4-t-l 

町田市南大谷Ⅱ 
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く 所在地変更 ノ 

沢田知夫 

山田知子 

大阪府立大学農学部獣医解剖学講座 599-8531 

科学技術振興事業団姉尺 ATO 近藤誘導分化 606 Ⅱ 305 
プロジェクト 

東京大学医学系研究科脳神経医学専攻神経 lt3 円 033 
生物学講座 

岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所 発 444 Ⅱ 585 
生生物学研究系生殖研究部門 

姫路工業大学理学部生命科学科細胞制御 678-l297 
(1) ミ あ @ 

工業技術院生命工学工業技術研究所生体 分 305 円 566 
子 工学生体制御研究室 

山口大学医学部第一解剖学講座 755-8505 

熊本大学大学院医学研究科神経分化学講座 860-08ll 

堺市学園町 @l 

京都市左京区吉田河原町Ⅱ 

文京区本郷 7-3-l 

岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

兵庫県赤穂郡上郡町 光都 3- 
2-l 

つくば市東 @-l 

宇都市南小串 @@t 

熊木市本荘 2 イ Ⅱ 

( 賛助会員 ) 
生命 誌 研究 舘 〒 569  高槻。 市 柴灯 1 一 1 

-1125  T  E  L  0726%1 円 750 

先端テクノロジーをサポートする 日東テクノ ス ㈱ 〒 113  文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

-0033  T  E  L  03 円 814 円 066 

三菱化学生命科学研究所 〒 194  W 田 市南大谷 11 号 

-8511  T  E  L  0427%4 ゴ 226 

明治乳業㈱ヘルスサイエンス 研究所 〒 250  小田原市成田 540 

-0862  T  E  L  0465 円 卜 3661 

㈲ 共進 理工 " 細胞分別 " ナイロンメッシュ 〒 113  文京区本郷 5 一 13 一 1 ドエル本郷 205 

-0033  T  E  L  03 円 813 円 073 

一 47 



賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会長 行 市 雅俊 

近年，ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く詰られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が 払われるよ う になって きい りました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に ，外 

国の発生学者を 混じえて約 1,300 名を結集しております。 発生学は ， 言うまでもなく 医学・農学等の 

諸分野とも深ぃ 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

0 基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は ， これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

" 一 一 - 口 十 , り @ "Development, Growth  and  D 冊 erentiation"  (DGD  )  もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く   

評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜りますよ う 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サ - キュラー」誌上に 特記され， 本 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

〒 192-0397  八王子市南大沢 1  一 1 

東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 
TEL0426-77-2572(aa)@ FAX@0426-77-2559 

                                                                                                            切     --- り ----      敬 ----- り -      -      線                                                                                                         

日本発生生物学会賛助会員入会申込書   

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円 ) 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

  

  

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会 であ り，国内外に 約 1,300 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 D 。 velopment, Growth and D@e,entiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回 発行し国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご 協力頂きます よう お願い致します。 

広 生ロ 料 

DGD 不 言志 1 頁 年 6 回 150.000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーション 1 頁 年 3 回 90,000 円 

サーキュラ 一 半 頁   45,000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費を い ただきます。 裏 表紙は 1 頁 10.000 円高となります。 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

〒 192-0397 八王子市南大沢 1 一 1 

東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 
TEL  0426-77-2572( 直通 @  FAX  0426-77-2559 
e-mail ' jsdb ⑨ bcasj. or. jP   切 り 取 り 線                                                                                                         

広告申し込み 書 

年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

        広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

⑳ 

ロ DGD 本誌 1 頁 

口   半 頁 

ロ サーキュラ 一 1 頁 

口   半 頁 

住 所 

会社名 

担当者名 
電話番号 
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化 行方 
安全と快適を 求めて 

パザオ 開運の試験・ 研究 を 

/ 砂 クアップ 

小糸工業のバイオハザード 対応グロースキャビネ、 ット は、 

周囲環境の影響を 受けずに、 圧力コントロールシステムで 

実験室内を陰圧に 保持します。 また、 コンパクトで 高性能 

なフィルターユニットとの 組み合わせで、 実験対象物への 

空気流による 外界からの悪影響を 遮断、 簡単操作をプラス 

して、 高精度な 温 ・湿度を再現します。 

バイオハザード 対応グロースキャビネ 、 ット 

コイトトロン SBH/KGBH シ 。 - ズ   
小糸工業株式会 肚 東京木部〒 札幌 Oll(7 ヵ 52l@  l ㏄東京都港区高輪 東北 0 ㌍ ( な B)7 3 ㏄ 丁目 @  大阪㏄ 5 番 23 (263)637@  号 ( 私生高輪台ヒル 九州㏄ 2(43 @  い 宙 ㏄㏄筑波 0 引引 43 め桝 02 BF ㏄ (51)23l@  の @.0% 鮪 沖縄㏄ 43)6570 駅 ㏄ l)l ㏄ 5 
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0K 之 
コンパクトそして 多機能 

一点の妥協もなく 
あ なたが評価するのは 柔軟な対応 

力ですか ? それとも最高のテクノ 

ロジ一でしょうか ? 

」 SM5l0 ぼ 、 その全てを備えてい 

ます。 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換容 

易なスキャニンバモジュールなど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま す 。 

斬新なスキヤニンク   手法 

極めてユニークなスキヤニンバ 法 

を採用、 スキヤニンバエリアの 設 

定も自由自在。 従って、 思いのま 

まの不定形のスキヤ ン が可能です。 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま 

って、 試料情報を余すところなく 

表現します。 

かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 

な期待が、 今ここに実現します。 

新しい品質基準の 画像 
蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

ルはコンピュータコントロールさ 

れ、 2,048X2.048 ピクセルの高精 

細スキヤン、 4Xl2bit の 高 分解能 

をはじめとして、 積算、 オーバサン 

フリンダ、 フォトンカウンティン グ 

など、 」 SM5l0 の諸機能は 、 全て研 

究者への奉仕にあ りま す 。 

  

  
ドイツ、 ッ アイスダルーフ 

カールツアイス 株式会社顕微鏡部 
〒 l60-0003 東京都新宿区 本 塩田 T22 番地 
nm3-3355-Cm832 「 aX.05-%58-7554 

大阪 00f6-787-4322 名古屋 5052-777-l4ll 
福岡 5092-7l3-782l <11J 台 5022-224-562l 




